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は じ め に

　スマートフォンなどの情報通信機器の普及によって、世の中の情報の流れが
大きく変化し、いつでもどこでもインターネットにアクセスし情報をやりとり
する時代となりました。インターネットに蓄積される多様かつ膨大なデータが
ビッグデータであり、このビッグデータを対象とする新たな学問分野がデータ
サイエンスです。
　滋賀大学では昨年４月に日本初のデータサイエンス学部を開設し、新入生
110名を迎え入れました。北海道から鹿児島まで全国から、女子学生が3割程
度、文系の学生が４割程度と、多様な意欲ある学生が集まりました。学部に先
立ち一昨年の４月に設立したデータサイエンス教育研究センターでは、2017
（平成29）年度にもデータサイエンスに関する価値創造プロジェクト研究など
を勢力的に推進してきました。本報告は、2017年度のデータサイエンス教育
研究センターの活動や、それらの活動から見えてきたデータサイエンスの最新
の動向についてまとめたものです。
　データサイエンス教育研究センターは、研究機能や社会連携機能を担うセ
ンターとして1）基盤研究、2）価値創造プロジェクト研究、3）教育開発、
４）調査・情報発信、の４つの分野の活動を進めて行きます。特に2017年度
は、企業との共同研究の形で価値創造プロジェクト研究を積極的に進めてきま
した。その中で、企業が現在データサイエンスに期待していることや、センター
から企業に提供できるノウハウも明らかになって来ました。共同研究の中で、
いくつかの顕著な改善事例も得られています。
　データサイエンスの技術的基礎はデータを処理するためのデータエンジニア
リング（情報学）及びデータを分析するためのデータアナリシス（統計学）で
あり、これらの手法を、さまざまな領域の問題に応用して新たな価値を生み出
していくこと（価値創造）が必要です。これらの能力を備えた人材をデータサ
イエンティストと呼んでいます。データサイエンスはすぐれて文理融合な分野
です。データサイエンスの技術的基礎である情報学と統計学は理系的ですが、
最近のビッグデータの中で最も価値創造の余地の大きいデータは人々の行動履
歴に関するデータであり、データサイエンスの応用領域は主に文系と言えます。
　今日、データサイエンスは国際競争力の源と考えられており、世界中でデー
タサイエンティストが求められています。日本ではいままで統計学部や学科が
存在しなかったこともあり、この分野の人材不足が深刻です。実際多くの企業
がデータサイエンティストを採用したい、あるいは従業員を再教育したいと考
えています。このような需要に応えるため、我々は来年4月に日本初の大学院
データサイエンス研究科修士課程を開設する準備を進めています。この修士課
程では、さまざまな業種の社会人が集いオープンイノベーションの場として機
能することを期待しています。
　本センターは今後も多彩な活動を進めていきます。本センターの活動に注目
していただけますと幸いです。

データサイエンス教育研究センター長

竹村　彰通
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データサイエンス教育研究センターニュース

　滋賀大学は、2017年3月のあいおいニッセイ同和損害保
険株式会社（以下、あいおいニッセイ同和損保）との産学
連携協定の締結を受け、４月1日付けで彦根キャンパスの
データサイエンス棟内にビッグデータ専門研究拠点JSSRC

（日本セーフティソサイエティ研究センター）を設置しまし
た。このセンターは双方からの研究員によって構成され、
同社が保有する自動車の事故データや運転挙動データなど
のビッグデータの分析を通じて、「実データによる実践的
な研究を通じたデータサイエンティストの育成教育」「損
保ビッグデータの高度な分析技術・有効活用の研究」「自
動車に関連し安全な社会構築に寄与する調査研究」を目指
して活動しております。

JSSRCメンバー表
JSSRCメンバー表

センター長 笛田　薫　　（滋賀大学）
副センター長 大沼　顕介（あいおいニッセイ同和損害保険）

主任研究員
川井　明　　（滋賀大学）
梅津　高朗（滋賀大学）

研究員

渋谷　雄平（あいおいニッセイ同和損害保険）
横内　雅紀（あいおいニッセイ同和損害保険）
荒井　隆　　（滋賀大学）
保科　架風（滋賀大学）

アドバイザー

梅田　傑　　（あいおいニッセイ同和損害保険）
中田　啓介（あいおいニッセイ同和損害保険）
須江　雅彦（滋賀大学）
須齋　正幸（長崎大学）

＜JSSRCの活動内容紹介＞
■1.ビッグデータを用いた研究活動
　各メンバーが研究テーマを持ち、ビッグデータを活用し
た主に安心・安全に関する研究活動を進めています。
　また約半月ごとのメンバー間の打ち合わせを行い、各メ
ンバーの研究テーマの進捗と進め方について密な議論を実
施しています。あいおいニッセイ同和損保からのメンバー
は、このような研究活動を通じて、データサイエンスの実

践力を身につけていくことを目指しています。
　センターでの最初の研究成果発表を2018年度中に行い
ます。

■2.機械学習に関する輪講形式の勉強会
　あいおいニッセイ同和損保からのメンバーのデータサイ
エンス力向上のために、滋賀大からのメンバーの指導・解
説の下、約半年にわたる機械学習の参考書を用いた輪講形
式の勉強・演習を実施しました。

■3.クラウドを活用した共同分析環境構築
　自動車の運転挙動データなどの大量なデータの分析を行
うためのインフラとして、Amazon�Web�Service上に、十
分なセキュリティ対策・個人情報保護対策を施したビッグ
データ分析環境を構築しました。

■4.各種広報活動
　本研究センターの活動内容を広く理解してもらうべく、
クリエイティブ経済誌「ビジネスタイムライン」での、3
回連載による研究センターの活動の紹介や、日経ユニバー
シティー・コンソーシアム「データサイエンスが拓く未来
フォーラム2018」でのパネルセッション参加などを実施
しました。

メンバーによる打ち合わせの様子

日本セーフティソサイエティ研究センター開設
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データサイエンス教育研究センターニュース

学部創設記念式典開催

　滋賀大学データサイエンス学部創設記念式典、記念講演
及び祝賀会を2017（平成29）年6月10日（土）に220名が出
席して彦根ビューホテルにおいて開催しました。
　記念式典では、位田学長による式辞、義本文部科学省大
臣官房総括審議官及び三日月滋賀県知事による来賓祝辞、
竹村データサイエンス学部長による学部紹介に続き、1回
生の学生2名が抱負を述べました。
　続く記念講演では、ヤフー株式会社チーフストラテジー
オフィサー、一般社団法人データサイエンティスト協会理
事の安宅和人氏から「“シン・ニホン”AI×データ時代にお
ける日本の再生と人材育成」のご講演をいただき、データ
サイエンス学部と入学者110名への期待が話されました。
　祝賀会では、主催者挨拶、来賓3名からのご祝辞に続き、
佐和前学長による乾杯の発声で歓談が始まり、本学よさこ
いサークル椛（もみじ）による演舞も行われ、和やかな雰
囲気の中で日本初のデータサイエンス学部創設の喜びと今
後の期待に会話が弾みました。

データサイエンス学部、始動！　開設記念式典、記念DS教育ワークショップ

データサイエンス学部創設記念イベント

データサイエンス教育ワークショップ開催

　2017（平成29）年5月18日（木）、彦根キャンパスにおい
て、データサイエンス学部開設記念のワークショップを、
情報・システム研究機構　統計数理研究所と共催し、各地
の大学・企業、自治体、高校生や本学学生・教員等100名
を超える参加がありました。
　本ワークショップでは、樋口知之統計数理研究所長から

「データサイエンス：不確実な時代の羅針盤」の講演があ
り、また、企業と共同開発しているPBL演習など、日本初
のデータサイエンス教育の取組などについて講演が行われ
ました。
　これらの実践的な教育に関して、活発な質問や意見、議
論が行われ、有意義なワークショップとなりました。

講演　樋口統計数理研究所長
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　滋賀大学データサイエンス研究科修士課程が育成するの
は、方法論とデータをつなぎ、価値を創造する人材です（博
士課程は2021年設置を構想中）。それは、「直面する領域
の知見をもとに適切な課題を見つけ、その解決につながる
データを選び、収集し、加工などの前処理を行い、それを
分析するためのモデルを決め、最適化計算を遂行し、計算
結果を解釈してわかりやすく伝え、意思決定を変更し、業
務改善や新商品・サービスの提供など、価値創造を導く」
一連の過程を、自らのイニシアティブで遂行できる一気通
貫型の人材です（図1）。
　より具体的な専門知識とスキルの到達目標は以下の通り
です。
•�データエンジニアリングとデータアナリシスの高度な専
門知識とスキルを修得した上で、モデリングの方法論を
修得している。

•�課題の発見、データ収集・前処理、モデルの決定・最適
化計算、結果の解釈・意思決定、そして価値創造までの一
連の過程を自らのイニシアティブで実施することができる。

•�相互補完的な専門性を有する仲間と協力して、組織目標
を達成するための核となることができる。

•�データ社会の哲学・倫理・政治等について、バランスの
とれた見識を有しており、データに基づく意思決定に適
切に反映することができる。

•�修了後の現場での課題に応じて、自律的に研究を進める
ことができ、多種多様な領域で価値創造するための適応
力を備えている。

　滋賀大学は、高等教育におけるデータサイエンス教育強
化に関する拠点大学の1つとして文部科学省から選定され
ています。
　2017年度の主な活動は以下の通りです。
•�インターネット上で受講できるMOOC教材「大学生の
ためのデータサイエンス（Ｉ）」を作成しました。今後、
全国の大学での利用を可能とするため、gacco上で提供
する予定です。

データサイエンスを専門とする日本初の大学院を 2019 年 4月設置申請中！

大学院 DS 研究科設置に向けて

　この到達目標を達成するためのカリキュラムマップを図
2に示します。
　設置構想では、2018年中に入試選抜を行う予定です。
ぜひ入学をご検討ください。

数理・データサイエンス教育強化拠点コンソーシアム

•�本学内各学部の教養科目として、「データサイエンスへ
の招待」などの講義の提供を開始するなど全学部での必
修化を進めていきます。

•�コンソーシアムに参画する北海道大学、東京大学、滋賀
大学、京都大学、大阪大学、九州大学の教員を編集委員
会とし、学部生向けの教科書「データサイエンス入門シ
リーズ（講談社サイエンティフィック社）」を刊行予定
です。

図１

図２

アナリシス科目
2単位以上

アナリシス科目
2単位以上

データサイエンス研究科のカリキュラムマップ
2年次: 

社会的な問題の解決に向けて貢献するような修了研究をする。
本学データサイエンス教育研究センターが企業や⾃治体、⼤学等と⾏う共同研究に参加する。

1年次: 
修⼠レベルのデータサイエンスの基礎的能⼒を⾝につける。
様々な領域知識と分析例を学ぶ。

2

ビッグデータ解析等に基づく修⼠論⽂

エンジニアリング科目
2単位以上

価値創造科目 10単位以上

意思決定とデータサイエンス (必修)
領域モデル実践論

課題研究1,2,3,4 (必修) 

企業等との共同研究参加:
〔学部新卒等入学者〕 価値創造プロジェクト
〔社会人入学者〕 企業での具体的課題の解決

入門科目 2単位
データサイエンス概論 (人材像とそのレベルに達するためのステップ、そして基礎的概念) (必修)

モデリング科目（モデル化の⽅法論) 4単位以上
・教師あり学習 (必修)
・同実践論
・教師なし学習 (必修)
・同実践論

・時系列モデリング
・同実践論
・統計的モデリング
・同実践論

・強化学習・転移学習
・同実践論

最先端の基盤技術を学び、実践する⼒を養う

⾃らモデルを⽴てるスキルを実践的に鍛錬

・Webマイニング特論 (選択必修)
・同実践論
・サイバーフィジカル特論 (選択必修)
・同実践論
・マルチメディア特論 (選択必修)
・同実践論

30単位以上取得 (エンジニアリング科目・アナリシス科目・モデリング科目の実践論4単位以上)

・モデリング基礎論 (必修)
・同実践論
・モデル評価論
・同実践論
・確率過程理論
・同実践論
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私の「研究」履歴書

■手に職をつける
Q.  まず、清水先生が研究者を目指したきっかけについて教え

て下さい。
　小学校５年生の時「食うためには手に職を付ける必要があ
る！」と、漠然とそう考えていました（笑）。自分だけのアイ
ディアを作って、みんながそれを使えるようになってくれたら、
食いっぱぐれないぞ！ということですね。でも美術的なセンス
があるわけでもないし…じゃあ、研究者になろう、と。これは
大学生になっても変わりませんでしたね。自分は大阪大学の人
間科学部というところにいたんだけど、ここは哲学、教育学、
心理学、社会学など、いろんな分野があってやることを選ぶん
です。自分にとっては心理学や社会学は難しく、数学で統計モ
デルを作るほうが簡単のように思えた（笑）。数学的なことは、
その枠組みの中で真偽を証明したりできますから。特に心理学
では構造方程式モデリング（SEM）という手法がよく使われて
いて、因果にアプローチしていたんだけど、その頃のSEMは前
提としている仮定がかなり強かったんです。因果の向きは事前
にわかっていなくてはならない、とか、因果分析に必要な変数
がすべて観測されている、などをユーザーが保証しなければな
らない、といったことです。「いやいや、それができるなら苦
労しないんだよ。もう少しデータの力でどうにかならんのか」
と強く思って、「ここを極めれば手に職がつく！」と、そう思っ
たんですね。そんなわけで、今の因果関係をデータから探索す
る研究に至っています。

■相関？ or 因果？
Q.  先生の研究テーマの「因果探索」ですが、どのようなこと

をしているのでしょうか。
　データ分析では、相関関係と因果関係の区別が重要だとよく
言われますよね。簡単に説明すると相関は２つの変数が共に変

化する関係のことで、因果は２つの変数の一方を変化させると
もう一方が変化するという原因と結果の関係になっているもの
です。この因果関係をデータから推定するときは、潜在共通原
因とよばれる未知の原因の影響を取り除く必要があります。こ
れまでは、潜在共通原因を事前に特定してデータを集める必要
がありました。しかし、すべての潜在共通原因を特定するのは
困難で、とりこぼしがよく起きます。とりこぼしがあると、因
果関係を適切に推定することができないんですね。なので、と
りこぼしがあっても、妥当性を失わないような機械学習技術を
作っています。

Q.  どのような分野で使われていますか？ 
　因果関係が明確に出来ると嬉しいことはたくさんあるので、
本当に多様な領域で使われています。疫学、経済学、心理学、
社会学、もちろんビジネスの分野でも使われていますね。スー
ダンで発生した紛争と商品価格の因果関係の探索といった研究
でも使用されました。ただ、正直なところ、まだ方法論を開発
したところで、応用研究は今後の課題です。皆さん、是非使っ
て下さい（笑）！そのためにフリープログラムの公開といった
情報公開や、機械学習のセミナーなど、手法を広める機会は今
後も提供していきます。そうそう、去年発売した『統計的因果
探索』（講談社）も是非手にとってもらえると嬉しいです。

■連携が大切
Q.  これからデータサイエンティストになる方々に一言メッ

セージをお願いします。
　もし統計分析をして、分析モデルに不満を感じることがあれ
ば、是非モデルを開発してい
る我々に不満を伝えて欲しい
ですね。統計モデルには万能
なものはなく、様々な前提や
制約のもとに成り立っていて、
研究者は日々よりよいモデル
を開発しています。そういう
意味では、統計分析は一人で
行うのではなく、得意な力を
出し合って、連携しながら進
めていくということが必要なの
ではないでしょうか。一緒に
頑張りましょう！伊達さん！笑

（聞き手　DS学部講師　伊達平和）

研究者になった理由？そりゃ「食うため」ですよ！
自分のオリジナルの技で身を立てて食っていく。
ほぼ職人ですね（笑）

■Interview 001
滋賀大学　データサイエンス学部教授
理化学研究所 革新知能統合研究センター
汎用基盤技術研究グループ 因果推論チーム
チームリーダー

清水　昌平　研究分野：因果探索

Introduction
ビッグデータが世の中にあふれ、データ分析を行う人材が
求められている現在、同時に有用な知識を得るためのデー
タ解析法への関心と期待が高まっています。そのような中、
清水昌平教授は、理化学研究所AIPセンター汎用基盤技術グ
ループ因果推論チームリーダーとして、因果推論に関する
研究を行っています。それでは、この研究がどのように社
会の中で役立つのでしょうか。清水教授に聞いてみました。
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私の「研究」履歴書

　簡単にいうと、カメラやセンサーで実世界を画像として観
測・解析することで、三次元情報を取り出してその空間をコン
ピュータ上に再現したり、あるいは仮想世界の情報と実世界の
画像を重ねて複合現実空間を作り出すといった要素技術の研究
開発から、これらの応用まで幅広く研究をしています。
　応用の例としては、例えば最近では運転支援技術が実用化さ
れてきていますが、このような運転支援システムの性能を安全
に評価するためのシミュレーション空間を仮想空間内に構築す
るための共同研究を行っています。また、ほかにも東大寺を舞
台としてAR（Augmented Reality）型の観光システムを試作
して一般公開実験をしたこともあります。この研究では、ちょっ
としたアイディア・発想の転換によって、これまで実現が難し
かったスマートフォン上での実用的なAR型観光ナビゲーショ
ンができることを実証しました。
　応用先は多いですが課題も多いですね。様々な工夫によって
精度を上げることはもちろん、動いているものをどのように仮
想空間内に取り込むかといった課題もあります。最近の共同研
究では、動画や画像から特定の対象物を消す「隠消現実感」に
も挑戦しています。例えば、動画から人だけを消したりする技
術ですね。興味を持っていただけたら是非一緒に研究が出来た
らと思います。

■自発的に行動せよ
Q.  これからデータサイエンティストになる方々に一言メッ

セージをお願いします。
　やはり「目標を立てて自発的に行動をする」ということが重
要だと感じています。仕事や勉強をする上では、もちろん与え
られることも多いでしょうが、ただ待っているだけではやりた
いことはできません。自分が何をしたいのかを考え、常にアン
テナを張っていることが大
切。もちろん、煮詰まったり、
アイディアが出てこないとき
もあるでしょう。そういう時
は、ブレインストーミングを
して視野を広げ、思考を柔軟
にしてみて下さい。また、自
分と専門の違う人との意見交
換も新しい気付きにつながる
と思います。そういう意味で
はコミュニケーション力も重
要ですね。

（聞き手　DS学部講師　伊達平和）

ゲームが好きで自作をしていたら、いつの間にか
こんな遠いところまで来てしまいました。
プログラミングを長いことやっていますが、
実はタイピングは「かな打ち」なんですよね。

■私とゲームとF-ZEROと
Q. 佐藤先生はどのような子ども時代を過ごされましたか？
　小学校２年生のときパソコンが家にきて、それからゲームを
作るようになりました。当時はBasicを使ってプログラミング
をしていたのですが、最初はprintとかinputコマンドを使って
クイズゲームを作っていましたね。でも小学生ではまだアル
ファベットは習っていなかったので、例えば“files”というコ
マンドだったら「はにりいと」とキートップのかな表記で命令
を覚えていました。そのせいで、今でもタイピングはかな打ち
なんです。それから中学生、高校生ともずっとゲーム作りをし
ていて、例えば3Dポリゴンの処理を効率的にしたくてCやア
センブラを独学で勉強しました。大学生になったらコンピュー
タクラブに入り、部員達と“Hover Racing”というレースゲー
ムを作りました。スーパーファミコンでF-ZERO っていうゲー
ムがあって好きだったんですけど、これを3Dに出来ないかと
思って作った作品です。ソニーのコンテストで銀賞をもらった
りしましたし、ゲームは本当にいろいろつくりましたね。

Q. ではそのままの勢いで研究者になったんですか？
　そうですね。学部４年生のときに、配属研究室での研究テー
マは当時なぜか「じゃんけん」で決めていたんですけど、じゃ
んけんに負けてしまってやりたいことが出来なかった。そんな
とき、奈良先端大だったらやりたい最先端の研究が好きにでき
ると先輩から口コミで聞いて、画像処理を専門でやっている先
生の研究室に行きました。あとは、そこでやりたいことをやっ
ていたらいつの間にか研究者になっていたっていう感じです
ね。ちなみに、学部当時にじゃんけんで負けて選んだ研究テー
マも今の研究に役立っていますので、何事も経験かと思います

（笑）。2018年の1月から彦根に来ましたが、彦根はご飯が美
味しくていいですね。寒いですけど（笑）。

■画像処理技術の応用先＝∞？
Q.  先生の研究は、コンピュータビジョンということですが、

どのようなことをしているのでしょうか。

Introduction
現代では自動運転技術やバーチャルリアリティ（仮想現実）
といった技術が急速に発展し、そのテクノロジーを支えて
いるコンピュータビジョン（画像処理）技術は日に日に重
要性を増しています。それでは、このような技術がどの様
に生まれ、またどのようなことが可能になるのか、佐藤教
授の人生経験から最新の研究動向までざっくばらんに語っ
ていただきました。

■Interview 002
滋賀大学　データサイエンス学部教授

佐藤　智和　研究分野：コンピュータビジョン



� 7

データサイエンス基盤研究

データサイエンス基盤研究

データサイエンス教育研究センターでは日々新しい知識が生み出されています

研究活動報告

松井秀俊准教授が応用統計学会奨励論
文賞を受賞（2017（平成29）年9月4日）

　今回受賞対象となった論文は、複数の都市の気温の時間
変化や、土壌成分の位置による違いのように、各個体が繰
り返して計測値を得るような形式のデータに対してクラス
タリングを行う方法について紹介したものです。このよう
な形式のデータは、個体によって観測時点（地点）やその
数が異なる状況がしばしば起こります。この状況では、古
典的なクラスタリング手法を直接適用することが困難とな
ります。このようなデータを分析する方法として、混合効
果モデルを適用することで、各個体で繰り返し測定された
データを平滑化し、関数化データ集合として扱うことがで
きるようになります。我々の研究では、このようにして得
られた関数データ集合に対するクラスタリングを、気温や
台風、環境などのデータに対して適用し、その有効性につ
いて検証しました。
受賞対象論文：非線形混合効果モデルに基づく関数データ
クラスタリング
著者：松井秀俊（滋賀大学）、三角俊裕（アステラス製薬株
式会社）、横溝孝明（大正製薬株式会社）、小西貞則（中央大学）

図：観測された経時測定データ（左）と、混合効果モデル
により推定された平滑化曲線（右）

和泉志津恵教授が国際会議においてBest Paper 
Awardを受賞（2017（平成29）年7月9日~13日）

　今回受賞対象となった論文は、2nd�International�Con�
ference�on�Big�Data,�Cloud�Computing,�and�Data�Science�
Engineering�(BCD�2017)で報告された「Visualize�the�long�
itudinal�big�text�data�with�a�binary�covariate:�an�approach�
based�on�keyword's� frequency」、（Izumi,�S.,�Tonda,�T.,�
Kawano,�N.,�Satoh,�K.）です。本論文では、テキストと2値
の共変量が経時的に観測された場合、その経時変化を統計的
モデルで抽出し、アニメーションを用いて視覚化する方法を提
案しました。

　岩山幸治助教が提案した研究課題「不確実環境下におけ
る栽培条件のベイズ的最適化」が戦略的推進事業・さきが
け研究領域「情報科学との協働による革新的な農産物栽培
手法を実現するための技術基盤の創出」に採択されました。
　本研究では、環境へ与える負荷やコストを抑えつつ、高
収量・高品質な生産を安定的に実現するための栽培条件を
効率的に探索する手法の開発を目指します。そのために、
未知のブラックボックス関数について、その推定に基づい
て効率的に最適値を探索するベイズ的最適化という手法を
用います。
　閉鎖的な植物工場でもない限り、栽培する作物は天候な
ど環境の変動に曝されるため、同じ条件で栽培しても同程

戦略的推進事業・さきがけ採択

度の品質や収量を得られるとは限りません。このような与
える入力と得られる出力の関係が環境の影響で変化してし
まう状況におけるベイズ的最適化手法を開発します。
　ホウレンソウの施設栽培を通して、開発した手法により、
不確実な環境下においても安定的な収穫を見込める栽培条
件を効率的に探索できることを実証します。

安定的に高収
量・高品質な
生産を可能に
するような栽
培条件の効率
的探索を実現
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　滋賀大学データサイエンス教育研究センターの共同研究
においては、教授・准教授1名以上、助教1名以上からな
るプロジェクトチームで研究を担当しております。

インフィック

　インフィック株式会社と滋賀大学データサイエンス教育
研究センターは、健康寿命延伸を目的とした高齢者の生活
データの解析に共同で取り組んでいます。インフィック株
式会社およびグループ各社は、在宅介護や特別養護老人
ホームの運営などの介護事業を19拠点・40事業所で運営
するほか、インターネットでの介護情報提供サービス、介
護業界に特化した人材派遣サービスなど、介護総合支援事
業を展開しており、介護サービスに関する多くのデータ（介
護サービス利用者の活動量や介護状況などのデータ）を保
持しています。インフィック株式会社と滋賀大学はこれら
のデータを分析し、さらに新たなデータ取得の検討・実行
を通し、介護サービス利用者の生活レベルの改善や認知症
や疾病の予防につながる施策の立案に取り組んでいます。
� （担当助教：保科架風）

東レエンジニアリング

　東レエンジニアリング株式会社では、ネットワーク上に
接続された設備から稼働実績データの収集を行っていま
す。収集された稼働実績データに基づいた生産計画・生産
設備・メンテナンス計画などの最適化を実現するための要
素技術として、ノードの稼働状況を予測する技術の開発を
行いました。機械学習の手法により、過去の稼働状況の実
績と将来の稼働状況の関係を抽出することで、過去の短期
間の稼働状況データから将来の稼働状況の予測を実現しま

企業とのコラボレーションの実績多数　困ったことがあれば何でもご相談を！

共同研究報告

した。また、各種の外的な要因と稼働状況の時系列に関す
る統計モデルを構築し、各設備の稼働状況が外的要因の影
響をどの程度受けているかを評価する技術の開発も行いま
した。こうした技術は、今後、様々な計画の最適化に資す
るものと期待されます。� （担当助教：岩山幸治）

デンソー

　株式会社デンソーとの間で、自律適応制御の技術確立を
目的とした共同研究を行っています。工場にある製造ライ
ンでは多数の製造機械・装置が動作しており、正常な製品
を安定して生産するためには、製造機械のパラメータを適
切に制御する必要があります。この製造装置パラメータの
数は複雑な製造工程では数百を超えるため、製品品質に変
化が生じた際にどのパラメータを調整すれば変化を修正で
きるのか分からない、という状況がしばしば起こります。
そこで本共同研究においては、製造装置パラメータと製品
品質の関係を記述する適切な統計モデル構築を行うこと
で、製品品質を安定に保つような製造パラメータの自動制
御を実現する手法の技術開発を行っています。手法として
は、比較的少数個の近傍データからモデル構築を行うレイ
ジーラーニングを用いており、近傍データの抽出法、近傍
性評価基準の確立を行っています。この技術を実現すれば、
これまで熟練の作業員のカンやコツに頼っていたパラメー
タ制御の自動化が可能となります。
� （担当助教：高柳昌芳）
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玉田工業

　玉田工業株式会社と滋賀大学データサイエンス教育研究
センターは、統計学を用いた石油製品貯蔵地下タンクの漏
洩の早期発見に向けた共同研究を進めています。地下タン
クからのガソリン等の漏洩事故は土壌汚染を広げてしまう
だけでなく、販売における経済損失にもつながるため、可
能な限り早期の発見が求められます。しかしながら地下で
のタンクからの漏洩を即座に検知することは極めて難し
く、既存手法とは異なるアプローチが求められています。
これに対し本研究では、玉田工業株式会社が管理する地下
タンクへの油の入荷、出荷、在庫量などについての大量の
データを蓄積し、これらのデータから油の漏洩を早期に発
見する手法の開発進めており、統計学的手法の活用による
実現を目指しています。� （担当助教：保科架風）

ショーケース・ティービー

　滋賀大学は株式会社ショーケース・ティービーの委託を
受け、同社のマーケティング活動促進や新事業・新サービ
ス創出に向けた、企業実務ビッグデータを活用した機械
学習による分析を実施しました。同社は匿名ユーザのイ
ンターネット上での属性情報と、1億3700万件以上にも
およぶ金融・不動産・人材・EC業界を中心としたウェブ
マーケティングコンバージョン（成約）履歴を保有してい
ます。本研究はこれらの実務ビッグデータをもとに、機械
学習を用いてまだ成約に至っていないユーザ群の中から成
約確率の高いユーザ群を予測し、ビジネスの改善につなげ
るための実用的なモデルを開発することを目的としていま
す。今回の受託研究では、同社の関連会社であるコグニロ
ボ社が過去に蓄積した機械学習などのデータ分析技術を活
用しつつ、コグニロボ社がシステム開発するため技術援助
を行いました。� （担当助教：荒井隆）

PwCあらた有限責任監査法人

　滋賀大学とPwCあらた有限責任監査法人は、平成28年
11月に企業会計及び監査を中心としたビジネス分野にお
けるデータサイエンスの応用を促進するための協定を締結
して以来、ほぼ2か月に1度のペースで彦根及び東京で研
究会を開催し、共同研究を進めてきました。
　参加者は、滋賀大学経済学部より宮西賢次准教授、デー
タサイエンス教育研究センターより齋藤邦彦教授、竹村彰
通教授、岩山幸治助教、PwCあらた有限責任監査法人よ
り山口峰男氏、木村章展氏、姚俊専門研究員（明治大学専
任准教授）です。平成29年度には、PwCあらた有限責任
監査法人の研修のために宮西賢次准教授及び齋藤邦彦教授
による講演もおこないました。

SMBC信託銀行との「金融業におけるデー
タサイエンスの応用」に関する共同研究

　滋賀大学とSMBC信託銀行は平成29年12月に金融業に
おけるデータサイエンスの応用に関する共同研究を開始し
ました。研究担当者は、滋賀大学データサイエンス教育研
究センターより高田聖治教授、姫野哲人准教授、李鍾賛特
任講師、滋賀大学経済学部より吉田裕司教授、菊池健太郎
准教授、山下悠准教授、SMBC信託銀行より町田大樹氏、
宋智氏、三井住友ファイナンシャルグループより宮内恒氏
でした。平成30年3月末までの共同研究期間中、遠隔会
議を含めて頻繁に研究会をおこない、SMBC信託銀行が保
有する各種データに必要な匿名化・集計化措置をほどこし
たデータを共同で分析し、SMBC銀行のビジネス課題の解
決のために有用な知見を得ました。この研究は平成30年
度も、新たな形で継続する予定です。
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滋賀県健康医療

　厚生労働省は2018年12月、平成27年都道府県別生命表
を公表し、滋賀県の男性の平均寿命が全国トップになっ
たと発表しました。また、滋賀県の健康寿命も全国1位
であるとの研究結果が報告されています（Nomura�et�al.,�
2015,�Lancet）。
　このように平均寿命や健康寿命について関心が高まる
中、滋賀大学データサイエンス教育研究センターは平成
29年8月25日から平成30年3月31日の間、滋賀県衛生科
学センターと滋賀県の長寿要因について共同研究を行いま
した。本稿では、その中から主成分分析手法を用いた解析
結果を簡単に紹介します。

主成分分析による都道府県の可視化
　平均寿命及び健康寿命に影響を及ぼす原因は色々ありま
すが、直接原因はなんらかの疾患だと考えられます。それ
では47都道府県の死因となる疾患の現状はどうなってい
るのでしょうか。主成分分析によるバイプロットを用いる
と都道府県別に死因を視覚的に把握することができ、都道
府県の疾患率の相違点を視覚的に考察することができま
す。

　上図は男性の8死因疾患データから得られた主成分分析
結果から死因疾患名のみ表示したものです。全ての矢印が
正の方向(横軸の右方)を指しているので、横軸（第1主成
分）は「総合疾患率」のような名前を付けることができます。

　図2は主成分分析の結果から都道府県名を配置した図で
す。赤字は健康寿命が長い県を、青字は健康寿命が短い県
を表しています。健康寿命1位、2位を占めた滋賀県と長
野県を含めて健康寿命の長い県（赤い色）が全て第1主成
分の負の方向（横軸の左側）に配置されたことが確認され
ます。
　一般的に主成分分析の結果はこの2つの図を重ね合わせ
たバイプロットで表します。

　上図から「健康寿命が長い県は総合疾患率が低い」といっ
た解釈ができます。このように、死因疾患や都道府県を同
時に配置することができるので、ある県がどの死因疾患と
関係が強いか弱いかが直感的に把握できます。
　本センターは平成30年度も引き続き健康寿命の受託研
究を予定しており、健康寿命の要因を突き止めるため、さら
なる解析に取り組んでいきます。�（担当特任講師：李鍾賛）

図 1　主成分分析(都道府県別死因率)男性

図 2　主成分分析(都道府県別死因率)男性

図 3　主成分分析(都道府県別死因率)男性、バイプロット
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データサイエンス基盤研究

Conference on Education of Data Science

　2017（平成29）年11月1日（水）から2日（木）にかけて、
世界各国の大学教員を招聘して、滋賀大学彦根キャンパ
スにおいて国際シンポジウム「Conference�on�Education�
of�Data�Science」を開催しました。
　シンポジウムでは、海外からJung�Jin�Lee（Soong�Sil�
University,�Korea）、Yuan-chin�Ivan�Chang（Academia�
Sinica,� Taiwan）、Michael� Bulmer（University� of�
Queensland,�Australia）、Xiao-Hua�Andrew�Zhou

（University�of�Washington,�U.S.A.）、Bruno�de�Sousa
（University� of�Coimbra,� Portugal）、Huaikou�Miao
（Shanghai�University,�China）、Ray-Bing�Chen（National�
Cheng�Kung�University,�Taiwan）先生を招き、世界の最
先端のデータサイエンス教育についての講演が行われまし
た。また、国内からも多くの研究者を招き、日本における
データサイエンス教育に関する取組と現状について紹介さ
れました。
　竹村データサイエンス学部長ら滋賀大学データサイエン
ス学部の教員からは、データサイエンス学部の取組やカリ
キュラムについての紹介があり、データサイエンス教育の
あり方について議論が交わされました。

2018 International Conference for 
Leading and Young Computer Scientists

　2018（平成30）年2月9日から12日、沖縄県宜野湾
市のカルチャーリゾート� フェストーネにて、「2018�
International�Conference� for� Leading� and�Young�
Computer�Scientists（IC-LYCS�2018）」を、Asia�Pacific�
Society� for�Computing�and� Information�Technology�

（APSCIT）と共催しました。本学からは、和泉志津恵教授、
高田聖治教授、佐藤智和教授、川井明准教授の４名の教員
が基調・招待講演を行いました。今回の会議には、韓国、
中国、香港、シンガポール、日本の支部から約80名の方々
が参加され、熱心に議論に参加されていました。

データサイエンス教育研究の国際的ネットワーク構築に向けた取り組み

国際シンポジウム開催

シンポジウムにおける発表内容
発表者（所属） 発表タイトル

1
日

Jung Jin Lee, Soong Sil 
University, Korea

"Recent Statistics Education 
System in Korea and a 
Software, eStat, for teaching 
Statistics"

Yuan-chin Ivan Chang, 
Academia Sinica, Taiwan

"Learning and Using Statistics 
Liberally"

Michael Bulmer, 
University of 
Queensland, Australia

"The Role of Simulated Data in 
Teaching Data Science"

Akimichi Takemura, 
Shiga University, Japan

"Design of Data Science 
Curriculum of Shiga University"

Hidetoshi Matsui, Shiga 
University, Japan

"An Overview of Courses on 
Statistics in Data Science 
Curriculum"

Xiaokang Zhou, Shiga 
Univesity, Japan

"An Overview of Courses on 
Computer Science in Data 
Science Curriculum"

Ray-Bing Chen, National 
Cheng Kung University, 
Taiwan

"The New Data Science 
Master’s Program in National 
Cheng Kung University (NCKU), 
Taiwan"

Masataka Taguri, 
Yokohama City 
University, Japan

"The new school of data 
science of Yokohama City 
University "

Hisayuki Hara, Doshisha 
University, Japan

"Data science education in 
the faculty of culture and 
information science of Doshisha 
University"

2
日

Xiao-Hua Andrew 
Zhou,University of 
Washington, U.S.A.

"Education in Data Science 
with an Example in U.S. "

Bruno de 
Sousa,University of 
Coimbra, Faculty 
of Psychology and 
Education Sciences, 
CINEICC, Portugal

"Bridging Statistical Thinking 
and Data Science: the role of 
Technology"

Huaikou Miao, Shanghai 
University, China

"Research on Verification of 
Web Application Based on 
CEGAR Approach"

Tosiya Sato, Kyoto 
University, Japan

"Training of the next generation 
biostatisticians in Japan"

Joe Suzuki, Osaka 
University, Japan

"E-learning Design and 
Development for Data Science 
in Osaka University"

Shigeru Kawasaki, Nihon 
University, Japan

"Roles of International 
Association for Statistical 
Education - ICOTS-10"

シンポジウムの集合写真
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全ての人々に開かれたデータサイエンスセミナー
ビジネス課題の解決からデータサイエンス研究のフロンティアまで幅広く

データサイエンスセミナー開催

株式会社マクロミルによるセミナーの風景

2017（平成29）年度に開催したデータサイエンスセミナー
開催日 講　　　師 題　　　目

第22回 2017年
4月25日（火）

寺田　吉壱
（大阪大学大学院基礎工学研究科）

「関数データに対するPU learningとその応用」

第23回 5月12日（金） 野口　貴啓（凸版印刷株式会社） 「凸版印刷カスタマーマーケティング部の近々の取り組みにつ
いて」

第24回 5月17日（水） 山本　博士（株式会社スマレジ） 「商店における取引データ（POSデータ）分析の現状と未来に
ついて」

第25回 5月24日（水） 坂野　　鋭（NTTデータ） 「核非線形相互部分空間法とその応用」

第26回 5月29日（月） 松崎　公紀（高知工科大学） 「大規模グラフ並列処理のための関数型領域特化言語Fregel」

第27回 7月19日（水） Marco Cuturi（Ecole Nationale de 
la Statistique et de l'Administration 
Economique）

「Regularized Optimal Transport」

第28回 8月24日（木） 野口　公大（ウェスタンワシントン大学） 「多重比較における統計的有意性と効果量の同時表現について」

第29回 9月13日（水） Alessio Moneta（Institute of Economics 
Scuola Superiore Sant’Anna）

「Macroeconomic responses to an independent monetary 
policy shock: a （more） agnostic identification procedure」

第30回 9月14日（木） 小池　　直（株式会社マクロミル）
野村　英輔（株式会社マクロミル）

「消費者購買データ（QPR）のビジネスにおける活用事例と
ASPシステム（QPR-TRACE）について」

第31回 10月6日（金） 野村　周平（東京大学大学院医学系研究科）
坂元　晴香（東京大学大学院医学系研究科）

「停滞する健康指標と拡大する都道府県間の健康格差」

第32回 10月20日（金） 土居　裕和
（長崎大学大学院医歯薬学総合研究科）

「行動科学における情動・感情ビッグデータの重要性」

第33回 10月27日（金） 松田　孟留
（東京大学大学院情報理工学系研究科）

「特異値縮小型事前分布の理論と行列補完への応用」

第34回 11月17日（金） 石原　宏（佛教大学） 「「箱庭療法」における視線分析の試み」

第35回 2018年
2月1日（木）

本田　衞子（一橋大学経済研究所） 「医療費分析の方法」

第36回 2月21日（水） 五十里　篤（厚生労働省）
井下　英二（滋賀県衛生科学センター）

「都道府県別生命表について」
「滋賀県の健康に向けた取り組み」

第37回 2月21日（水） 大里　隆也（株式会社帝国データバンク）
菊川　康彬（株式会社帝国データバンク）

「データ研磨力養成講座」

　データサイエンス教育研究センターでは、大学や産業界
からデータサイエンスに関する取組を行っている方々を招
き、データサイエンスセミナーを開催しています。講演内
容は、企業におけるデータサイエンスの応用事例から、統
計学・情報学に関する最新の研究成果まで多岐に渡りま
す。2017（平成29）年度は次の内容でセミナーが開催され
ました。
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滋賀大学、データサイエンス教育研究センターは、2017（平成29）年度内に多くの企業、自治体等と連携しました。
今後も多くの団体との連携を通して、教育、そして研究を推進していきます。

第一生命ホールディングス株式会社と
連携協力協定を締結

　2017（平成29）年５月18日、第一生命ホールディングス株式会社と連携協

力協定を締結しました。今後両者は、データサイエンス分野の向上と人材育成

を推進するため、講師派遣のほか、社会人教育、大学院教育に関する協働や

本学学生のインターンシップ受入等について連携協力し、実施していきます。

　2017（平成29）年3月のあいおいニッセイ同和損害保険株式会社との産学

連携協定の締結を受け、2017（平成29）年４月1日付けで彦根キャンパスの

データサイエンス棟内にビッグデータ専門研究拠点JSSRC（日本セーフティ

ソサイエティ研究センター）を設置しました。このセンターは、双方の研究

員によって構成され、研究テーマごとに編成するチームにおいて研究を行っ

ています。同社が保有する自動車事故関連情報などのビッグデータをはじめ

国内外の資料を収集して、データ分析や調査研究を推進し、事故要因を突き

止めて事故防止などに役立てていくとともに、シンポジウムの開催やホーム

ページなどで研究成果を発信する予定です。

日本セーフティソサイエティ研究センターの設置

　トヨタ自動車株式会社と、トヨタグループのエンジニアをビッグデータ分

析の指導者（中核人材）候補として育成するための研修プログラムを開始し

ました。トヨタ自動車では、製造現場等で取得される幅広い領域のビッグデー

タの活用手法の研究を通じて、ビッグデータ分析に秀でた人材を育成するこ

とを目的に、トヨタ自動車を含むグループ各社から選抜されたエンジニアを

対象に2017（平成29）年５月から2018年3月までの間、研修プログラム「機

械学習実践道場」を同社関連施設で開催しました。滋賀大学は、データサイ

エンス教育研究センターが、この研修プログラムに使用する教材開発の支援

を行うとともに、データサイエンス技術の社会実装の推進を図るものです。

トヨタ自動車のビッグデータ分析人材育成
プログラムを共同実施

データサイエンス価値創造プロジェクト研究

多岐にわたる企業・官公庁・教育連携

価値創造のための企業・官公庁等との連携
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滋賀経済同友会と包括的連携協定を締結

　2017（平成29）年7月10日、滋賀経済同友会と滋賀県の活性化を図ること

を目的として、産学連携の取り組みを円滑に進めるため、包括的連携協定を締

結しました。今後、両者は、地域の課題に適切に対応し、連携・協力して地方

創生に資する取り組みを行い、地域社会に貢献していきます。また、滋賀経済

同友会からは、本学が教育研究活動、学生への修学支援、国際交流活動等への

支援を行う「滋賀大学教育研究支援基金」への寄附のお申し出があり、締結式

会場で滋賀経済同友会 北代表幹事から位田学長へ目録が贈呈されました。

　2017（平成29）年6月26日、介護現場のノウハウ及び関連するデータを保

有するインフィック株式会社と共同研究を開始しました。今後、両者で高齢

者の生活データを解析・診断し、介護予防、認知症予防、加齢に伴う身体能

力低下の予防などに向けて、データの解析、必要データの検討及びそれらの

システム化についての研究を行っていきます。
インフィック株式会社と健康寿命延伸を目的と
した高齢者の生活データ解析で共同研究を開始

滋賀中央信用金庫と包括的連携協定を締結

　2017（平成29）年6月9日、滋賀中央信用金庫と地方創生に関する取り組み

を円滑に進めるため、包括的連携協定を締結しました。

　今後、滋賀中央信用金庫と連携し、ビッグデータの分析等を通じ、企業や

地域の活性化に貢献し、地方創生に共同で取り組んでいきます。

　2017（平成29）年6月29日、株式会社ショーケース・ティービーの委託を

受け、同社のマーケティング活動促進や新事業・新サービス創出に向けた、企

業実務ビッグデータを活用したAI（機械学習）による分析・研究を開始しま

した。本研究では、同社が保有する、匿名ユーザのインターネット上での行

動情報と属性情報をもとに1億3,700万件以上におよぶコンバージョン履歴

を独自のアルゴリズムで統合・構築をしたDMP「ZUNOU」と、金融・不動産・

人材・EC業界を中心としたWebマーケティングに関する実務ビッグデータを

結合し、そこに本学のデータ分析技術を応用することで、有益な解を導き出

すことを目的としています。

企業実務ビッグデータを活用した
AI（機械学習）による分析・研究を開始
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データサイエンス価値創造プロジェクト研究

　2017（平成29）年8月30日、インターネットを活用したマーケティングリ

サーチの分野で、リーディングカンパニーである株式会社マクロミルと連携

協力協定を締結しました。今後両者は、互いの知見を共有し、データサイエ

ンス分野の人材育成、教育教材等の開発やマーケティングデータを活用した

新しい分析手法の共同研究・開発、相互の講師派遣、インターンシップ受入

れなど、「教育・研究開発・幅広い人材交流」などの産学連携による様々な取

組みを通じて、データサイエンス分野の推進を図っていきます。

株式会社マクロミルと連携協力協定を締結

　2017（平成29）年8月1日、株式会社デンソーとの間で、自律適応制御（レ

イジーラーニング）の技術確立を目的とした共同研究を開始しました。今後、

両者で近傍データの抽出法、近傍性評価基準の確立に向けた研究を行ってい

きます。

デンソーと自律適応制御の技術確立を
目的とした共同研究を開始

東レエンジニアリングと「ビッグデータを用
いた予測分析に関する受託研究契約」を締結

　2017（平成29）年7月20日、東レエンジニアリング株式会社とデータサイ

エンス教育研究センターの笛田 薫教授のもとで、ネットワーク上にあるノー

ド（設備・工場・店舗等）から収集された実績データを分析し、ノードの稼

働状況を予測する技術の開発を目指した受託研究契約を締結しました。この

研究によって、製造業やサービス業におけるネットワークの最適化に係る課

題全般の解決に展開できるものと期待されます。

　2017（平成29）年8月25日、滋賀県の委託を受け、健康寿命延伸のための

データ活用に関する分析・研究を開始しました。本研究では、県及び市町に

おける、健康・医療・介護に関するデータや経済状況・ボランティア参加率

等の社会環境因子に関わるデータを一体的に分析・活用し、全国における県

の位置づけや強み・弱みを把握し、今後の健康政策立案に有用な根拠を示す

ことを目指すものです。官学連携による健康データの活用事業は、データに

基づく行政を推奨する国の方針と合致しており、本取組が滋賀県に有用なも

のとなるだけではなく、全国の自治体のベンチマーク事例になることも期待

されます。

滋賀県民の健康寿命延伸に向けた
健康データ活用事業を開始
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　2018（平成30）年２月13日、データサイエンス分野の人材育成及び産学連

携促進を目指し、コンピュータ、ネットワーク、アプリケーションによるコ

ンサルティングからシステム設計、開発・構築、運用・保守サポートに至る

総合的なITサービスを提供するシステムインテグレーターである伊藤忠テク

ノソリューションズ株式会社との間で連携協力協定を締結しました。

　今後、本学データサイエンス学部での教育・研究用データ環境の支援やデー

タサイエンス分野の教育手法開発、社会人教育、大学院教育に関する協働等

により、実践的なデータサイエンティスト育成を推進していくものです。

伊藤忠テクノソリューションズ株式会社と
連携協力協定を締結

　2017（平成29）年11月8日に、データサイエンス分野の研究や人材育成の

推進、特にデータの利活用によるビジネス分野での新たな価値創出への貢献

を図るため、世界各国で様々な計測機器を提供されているHORIBAグループ

と連携協力協定を締結しました。同社グループの計測器機から得られる膨大

なデータを利活用し、新たな付加価値の創造に取り組んでいくため、両者は、

互いの知見を共有し、高度な人材を育成するとともに、共同研究を通し、も

のづくりとデータサイエンスの技術で社会に貢献していきます。

HORIBA グループと連携協力協定を締結

三井住友フィナンシャルグループ及びSMBC
信託銀行と連携協力協定を締結

　2017（平成29）年11月30日、データサイエンス分野の向上を目的とした産

学連携の取組みを推進するため、企業信用調査に関する分野で国内最大手で

あり、政府の「地域経済分析システム（RESAS）」にも協力している株式会社

帝国データバンクと連携協力協定を締結しました。今後、データサイエンス

分野の教材開発、社会人教育、大学院教育に関する協働や講師派遣、インター

ンシップ受入等、データサイエンス分野の人材育成を推進していきます。
株式会社帝国データバンクと
連携協力協定を締結

　2017（平成29）年9月４日、データサイエンスの教育及び研究の分野にお

いて連携・協力し、データサイエンティストの育成と、データの利活用によ

る新たな価値の創出に貢献することを目的に、株式会社三井住友フィナンシャ

ルグループ、株式会社SMBC信託銀行と協定を締結いたしました。今後3者は、

強力な連携・協力のもと、データサイエンスの専門知識とスキルを持ち、社

会に有用な高度な人材を育成すると共に、共同研究を通し、データ利活用に

よる付加価値の創出に取り組んでいきます。
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データサイエンス価値創造プロジェクト研究

　2018（平成30）年3月16日、データ活用による産業機械の新たな価値創出

とさらなる高度化を目的とした産学連携の取組みを推進するため、繊維機械、

工作機械、物流搬送システム機器、半導体搬送システム機器などの各種産業

機械システムの大手メーカーである村田機械株式会社と連携協力協定を締結

しました。

　今後、ビジネス分野、特に産業機械システム分野におけるデータサイエン

スの応用に関し、共同による新たな手法の研究開発や社会人教育等、データ

サイエンス分野の人材育成を推進していくものです。

村田機械株式会社と連携協力協定を締結

◆主な連携企業等（2018年4月1日現在）

あいおいニッセイ同和損害保険㈱

㈱アイセロ

㈱アイディーズ

伊藤忠テクノソリューションズ㈱

㈱インフィック

㈱SMBC信託銀行

㈱オプトホールディング

㈱関西アーバン銀行

㈱京都銀行

コグニロボ㈱

㈱滋賀銀行

滋賀経済同友会

滋賀県商工会連合会

滋賀中央信用金庫

㈱ショーケース・ティービー

第一生命ホールディングス㈱

玉田工業㈱

㈱帝国データバンク

一般社団法人データサイエンティスト協会

㈱デンソー

総務省統計研究研修所

大学共同利用機関法人情報・システム研究機構　統計数理研究所

独立行政法人統計センター

東レエンジニアリング㈱

トヨタ自動車㈱

㈱野村総合研究所

PwCあらた有限責任監査法人

NPO法人ビューコミュニケーションズ

㈱堀場アドバンスドテクノ

㈱堀場エステック

㈱堀場製作所

㈱マクロミル

㈱三井住友フィナンシャルグループ

村田機械㈱

国立研究開発法人理化学研究所　革新知能統合研究センター

その他　自治体等

（五十音順）
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社会人のためのデータサイエンス実践
セミナー（大阪、名古屋）

　日本初のデータサイエンス学部を開設し、また、文部科
学省から「数理及びデータサイエンスに係る教育強化」の
拠点校として選定されている本学が、社会人向けにデータ
サイエンスの実践的手法の講義と演習を行うセミナーを開
催しました。
　本セミナーは、データサイエンスに関する様々なテーマ
で継続的に開催することを予定しており、2017（平成29）
年10月11日（水）に第1回セミナーを開催しました。講義お
よび演習では良品と不良品の判別を行うための手法や、不
良品の早期発見に役立つ異常検知のための機械学習手法に
ついて解説しました。
　第1回セミナーが好評であったことを受け、2018（平成
30）年1月17日（水）に同様の内容で第2回セミナーを名古
屋で開催しました。各セミナーでは北海道から九州に至る
広範囲かつ様々な業種から受講者が集まり、長時間にわた
る講義・演習に最後まで熱心に取り組まれていました。
　本学では、本セミナーを継続的に開催し、大学院教育に
密接に連携させていく計画であり、滋賀大学がデータサイ
エンス教育研究拠点であることをアピールするとともに、
企業内人材の高度化に向けた社会貢献を行っていきます。

社会人向けの実践セミナー　本当に使える機械学習のノウハウをあなたのもとへ

滋賀大学データサイエンス実践セミナー開催

セミナー参加者の様子(会場：大阪)

講義の様子(会場：名古屋)

DS 実践セミナー　第 1 回チラシ(表面)

DS 実践セミナー　第 1 回チラシ(裏面)
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データサイエンス価値創造プロジェクト研究

　滋賀大学とトヨタ自動車株式会社は、トヨタグループの
エンジニアをビッグデータ分析の指導者（中核人材）候補
として育成するための研修プログラムを実施しました。
　トヨタ自動車では、製造現場等で取得される幅広い領域
のビッグデータの活用手法の研究を通じて、ビッグデータ
分析に秀でた人材を育成することを目的に、トヨタ自動車
を含むグループ各社から選抜された41名のエンジニアを
対象に5月から翌3月までの間、研修プログラム「機械学
習実践道場」を同社関連施設で開催しました。
　データサイエンス教育研究センターは、この研修プログ
ラムに使用する教材開発の支援および学習補助を行うとと
もに、データサイエンス技術の社会実装の推進を行いまし
た。
　研修プログラムでは、午前の部は教授・准教授による講
義および分析手法のプログラミング演習を実施し、午後の部
では受講者がそれぞれに持ち寄った課題に対するデータ分
析手法等の指導を行いました。データ分析指導を担当する
助教と受講者の間で活発な議論が行われ、受講者はデータ
サイエンスに関するより実践的な知識の習得ができました。

講義テーマ

担当教員 テーマ
５月 笛田教授 機械学習とは
6月 笛田教授 変数選択
7月 姫野准教授 判別分析
8月 姫野准教授 機械学習による分類
9月 松井准教授 非線形回帰モデル
10月 松井准教授 スパース推定
11月 藤井准教授 異常検知と変化検知
12月 田中准教授 深層学習と画像処理
1月 清水准教授 因果推論

データ分析指導を行った教員の所感
荒井助教
　このような講習は初めてということもあり、不慣れなた
めに苦労した点もありましたが、時間をかけた分、受講者
の方々からのフィードバックは大きいものがあり、貴重な
経験を得ることができました。

岩山助教
　非常に多岐にわたった興味深いたくさんの課題に接する
ことができ、製造現場へのデータサイエンスの応用可能性
の広さを実感しました。本道場で議論してきた内容が、受
講者の皆様の今後の業務に少しでもお役に立てたなら幸い
です。

高柳助教
　本道場での取り組みを通して製造現場における種々の課
題の遂行に貢献できたことは、大学での基礎科学的研究を
通して培ってきたアカデミックな知見を社会へと還元する
という面からも、非常に良い経験を得ることができました。

保科助教
　製造業ならではのデータ取得の難しさに起因するデータ
分析へのハードルの高さや、様々な課題に対する分析手法
の選択など、アカデミックの研究で直面するものとは異な
る問題に取り組め、非常に有意義な時間となりました。

トヨタの技術者と一緒に、社内で直面する課題の原因をデータに基づき探求

トヨタ自動車機械学習実践道場

講義の様子

講義を行う笛田教授
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データサイエンス教育開発

現場の熱気に大興奮！工場に魅せられる学生たち

工場見学

　データサイエンス学部では実践的な教育を重視してお
り、秋学期直前の9月最終週に工場見学を実施しました。
以下の４社にご協力いただき、各々の学生はいずれかの工
場を見学しました。
1.ＧＳユアサ本社（京都市）� 9月26日（火）午後
　最初に、ＧＳユアサから挨拶と会社紹介があり、その後、
工場と広報用展示室の2か所を2グループに分かれ見学し
ました。工場では鉛蓄電池製造工程、充電工程の2棟を見
学しました。鉛蓄電池は主にフォークリフト用の大きめの
サイズのものが生産されていました。各製造工程はCAM
により自動化が進んでいますが、ケースへの設置や端子の
取り付けなどは工員の人たちが担当していました。多くの
工程があり、設備面も含めて、高度成長期の工場の雰囲気
が残っていました。また品質や工程に関する各種データの
モニタリングの様子や、データ分析による改良結果の展示
もありました。充電工程棟では、生産された鉛蓄電池に電
解液が注入され数十時間かけて充電が行われます。展示室
ではリチウム電池や宇宙用、深海用にカスタマイズされた
特殊な電池などの紹介を受けました。（齋藤教授）
2.東レエンジニアリング瀬田工場（大津市）

9月27日（水）午前及び午後
　工場見学は午前午後とも同様の内容で、3部構成でした。
最初に会社概要の説明をしていただきました。具体的には、
東レが高機能繊維、炭素繊維、プラスチックケミカル、各
種フィルム等を製造している化学メーカーであること、ま
た、これらの製造品の利用用途について紹介いただきまし
た。続いて、工場内の見学では内視鏡装置の実物の紹介に
加え、実際に動かしてその利便性を説明いただきました。
その後、高精度な半導体製造に関する説明ののち、液晶の
塗布及び膜厚のムラ検査のラインの見学をしました。最後
に、実際に扱っているビッグデータとその活用事例を紹介
いただき、その後簡単な実データ（発電量データ）をグラ
フで見せていただきました。また、本学部との連携も紹介
されました。（姫野准教授）

3.村田製作所八日市事業所（東近江市）9月2８日（木）午後
　この工場では、電子機器における電気信号に混入するノ
イズを除去するためのEMI除去フィルタとよばれるチップ
を製造しています。村田製作所で製造しているフィルタは
世界で半分近くのシェアを誇っています。このフィルタは
小さいものでは0.2mm×0.4mmというサイズで、その微
細かつ精密な製品を製造するための工程を、順を追って
見学しました。その製造工程では、製品が不良でないかを
チェックするためのデータが計測されています。このデー
タを分析し、不良率を下げるための取組が行われています。
学生たちにとって、「生きた」データが取得される現場を
見る良い機会になりました。（松井准教授）
4.積水化学工業株式会社滋賀栗東工場　9月29日（金）午後
　この工場では、プラスチックを成形して、水道管などに
使われる塩ビ管や継手、鉄道に使われるプラスチック製ま
くら木などを生産しています。東日本大震災等でプラス
チックの水道管が地震に強いことが実証され、注目を集め
ています。実際の生産現場では、各種センサーを駆使して
少ない人員で生産管理を行っている状況を見学しました。
また、製品開発にあたっては実験計画法によりプラスチッ
ク成形時の温度や機械で押し出す圧力などを様々に変えて
データ分析を行っていること、品質管理においては従来か
らの抜き取り検査による管理から各種センターの値をき
め細かくモニターする管理に代わってきていることなど、
データサイエンスが工場で活用されている状況を見学しま
した。（高田教授）

東レエンジニアリング工場見学
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データサイエンス教育開発

滋賀大学の挑戦
全国 50万人の大学生にむけたデータサイエンスリテラシー教育、6月 11日開講予定！

MOOC 開発

大学生のためのデータサイエンス(Ⅰ)

　データサイエンス教育研究センターでは、オンライン学
習サービスであるMOOC�(Massive�Open�Online�Course)�
の教材を作成しました。この教材は、大学生の一般教養科
目での活用を通して、必ずしもデータサイエンスを専攻し
ない学生にもデータサイエンスを教養として身につけるこ
とが期待されています。

　本MOOC「大学生のためのデータサイエンス(Ｉ)」は、
４週分全38回の講義で構成されており、大学生は1ヶ月
に渡って、データ分析の初歩、Excel、R、Pythonといっ
たデータサイエンスでは必須となる統計処理ソフトやプロ
グラミングの技術を学ぶことができます。さらに、画像処
理や音声処理といったデータサイエンスの応用事例、保険、
金融、マーケティングリサーチ、生命科学や品質管理といっ
た現場での使用例を通して、データサイエンスがカバーす
る多様な領域について知ることが出来ます。
　MOOCは、インターネット環境があれば誰でも、また
どこでも学べることから、近年様々な大学や企業が講座を
配信しています。当センターでも、2016（平成28）年度に
高校生用MOOCを既に開発しており（33ページ参照）、本
MOOCに加えて、2018（平成30）年度は「大学生のための
データサイエンス(II)」も作成する予定です。

社会人のためのMOOC

　総務省統計局は、MOOC「社会人のためのデータサイ
エンス入門」をリニューアルしました。このMOOCでは、
データサイエンス学部の伊達平和講師が2回分講師を務め
ました。この講座では政府が公表しているe-Statを紹介し
たり、ビジネスに役立つ統計学的な考え方について分かり
やすく解説しています。こちらについても、是非ご活用下
さい。

MOOCの構成内容
第1週 第2週 第３週 第４週

1回目 データサイエンスの役割 ヒストグラム Excelを用いたヒストグラムの作成 保険
2回目 データサイエンスの役割（続） 箱ひげ図 Excelを用いた箱ひげ図の作成 保険

３回目 データの取得・管理
①データの収集と保存 平均・分散・標準偏差 Excelを用いた散布図と回帰直線 金融

４回目 データの取得・管理
②データの管理

散布図
（2つの量の関係の視覚化） Rを使ってみる マーケティングリサーチ

概要編

５回目 データの入手方法 相関係数
（2つの量の関係の要約） Rによるデータ分析 マーケティングリサーチ

企画編

6回目 データの分析 回帰直線
（2つの量の関係の定式化） Rのさらなる活用 マーケティングリサーチ

事例編

7回目 データサイエンスと画像処理技術
①デジタル画像の構成

回帰直線
（データへの当てはまり）

Pythonのインストールと
基本操作 染色体上で遺伝子を探す

8回目 データサイエンスと画像処理技術
②画像処理の応用

データ分析で注意すべき点
（相関と因果の違い）

Pythonを使ったデータの整理
と可視化 疾患関連遺伝子を探す

9回目 データサイエンスと音声処理技術
①音声データ処理

データ分析で注意すべき点
（観察研究と実験研究）

Pythonを使ったデータの分析
と、より高度な可視化 品質管理

10回目 データサイエンスと音声処理技術
②音声認識入門

データ分析で注意すべき点
（標本調査）
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　データサイエンス学部1年生配当科目「データサイエン
ス入門演習」では、デモデータではなく、実際のデータを
用いて演習を行いました。使用したデータは公的統計デー
タ、地域移動データ、健康保険データ、SNSデータ、消費
購買データと多岐に渡ります。実際にはデータごとに5グ
ループに分かれて分析を行い、最終発表会では、グループ
を混ぜて、お互いの発表について聞きあい、ディスカッショ
ンをしました。初めてのデータ分析に1年生はメンバーと
協力しながら、戸惑いながらも試行錯誤して発表資料を
作っていました。2年生では、さらに高度な分析をするべ
く、今後も取り組んで行きます。データサイエンス学部の
今後にご期待ください。

消費購買データ（担当：講師　伊達平和）

　本テーマでは株式会社マクロミルの協力を得て、マクロ
ミルQPRを使用した演習を行いました。マクロミルQPR
は人口構成比に基づき、全国から約3万人の回答者を確保
し、バーコードリーダーによって日々の購買データを収集
しています。5年間収集されたデータは膨大な蓄積がある
ことから、学生はQPRTraceというウェブ上の集計システ
ムを使い、どのような商品が売れているのか、売上げには
どのようなトレンドがあるのか、どのような購買層が購入
しているのかを調べました。実際に企業のマーケティング
担当者が使うデータとシステムを1年生のうちから触れる
機会は、将来を考える上でも刺激になったようです。

健康診断データ（担当：准教授　田中琢真）

　本テーマでは本学保健管理センターから学生定期健康診
断のデータ提供を受けて演習を行いました。毎年四月に定
期健康診断が行われており、身長・体重・視力・血圧など
が記録されています。学生は十年以上にわたるデータを利
用し、本学学生の健康状態の傾向について調査を行いまし
た。
　ほとんどの新入生が入学時に健康診断を受診するため、
学生本人にとってもなじみのあるデータです。しかしなが
ら、実データにはつきものの欠損値や異常値も含まれるた

実データを用いた問題解決型学習（PBL演習）　学生とともに発展中

PBL 演習

め、学生にとっては初めて実データの扱いの難しさや注意
点について知る機会になりました。

SNSデータ（担当：講師　周暁康）

　本テーマでは、ソーシャルメディアを利用し、SNS�
（Social�Networking�Service）データを分析する演習を行
いました。ソーシャルメディアにおけるパーソナルビッグ
データの収集と分析を体験するために、Twitterを用いて、
ある時間帯においてユーザーの習慣を探したり、話題傾向
を調べたりしました。演習用データは、IFTTTというツー
ルを利用してGoogle�Driveと連携させ、特定のユーザー
ではなく自分の好きなキーワードを登録して収集しまし
た。同じキーワードでも、違う時間帯にデータ収集すれば、
異なるデータが収集できます。ビッグデータの一つである
SNSデータの分析を通して、生データの生成から触れると
ともに、データクレンジング等の分析前処理も体験するこ
とで、個人情報処理と活用の技術を身につけるための貴重
な機会となりました。

公的統計データ（担当：教授　高田聖治）

　本テーマでは、国勢調査や経済センサスといった公的統
計データを用いて、様々な社会問題を分析する演習を行
いました。公的統計データ自体は、高校においても社会
科の授業などで利用していますが、いわゆるPPDACサイ
クルにのっとって、まず問題設定を行い（Problem）、分
析プランを立て（Plan）、実際にデータをダウンロードし
て（Data）、分析を行い（Analysis）、結果の考察を行う
（Conclusion）一連の過程を意識して行いました。公的統
計データを用いた分析は、卒業して企業や政府機関に就職
してからも必ずと言っていいほど行うことになる必須課程
であり、この時期に経験を積んでおくことは大きな意味が
あったと考えます。
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地域移動データ（担当：准教授　姫野哲人）

　本テーマでは、株式会社NTTドコモより購入した「モ
バイル空間統計」のデータを元に分析を行いました（「モ
バイル空間統計」は株式会社NTTドコモの商標です）。
　本データは、NTTドコモの携帯の電波に基づき、日本
人全体のうち、ある時、ある場所にどのような人（性別、
年代、居住地）が何人程度いるかを算出したデータです。
今回は大阪駅周辺、京都駅周辺、彦根駅周辺のデータを用
いた分析を行いました。本分析によって、彦根市が近隣の
大都市とどのような違いがあるか、彦根市特有の特徴は何
か、観光客を増やすためのアイデアなど、データに基づい
た問題解決を行うよい機会となったと期待します。

◆自主ゼミ企画

データサイエンスの現場をもっと深く知りたい1期生
向けに、2017（平成29）年度は5つの自主ゼミを開講
しました。

•�DS基礎ゼミ：様々なデータ分析事例を学んでいく
ことで、データを扱うための知識、すなわちデータ
リテラシーを学びます。データ処理から価値創造ま
でのプロセスを知り、データ分析に必要な知識を身
に着けることを目的としています。（准教授　松井
秀俊）
•�因果探索ゼミ：因果探索とよばれるデータ解析法に
ついて勉強しています。難しい内容も含まれている
と思いますが、着実に読み進めることができていま
す。（教授　清水昌平）

•�社会科学ゼミ：「のんびり読書会」と題して、週に
1章のペースで読書会をしています。これまで「自
殺」「家族」「逸脱」に関する本を読み、理論から統
計まで幅広く扱いました。（講師　伊達平和）
•�Pepper君プログラミングゼミ：Pepper君を動作さ
せるさまざまなプログラミングを学びます。プログ
ラミングにはパズルを組み合わせて作成していきま
す。また音声や画像、動画も用いてPepper君にプ
レゼンテーションを行わせることにも取り組んでい
ます。（教授　斎藤邦彦）
•�人工知能ゼミ：テレビゲームのプレイの仕方を教
えなくても試行錯誤で学ぶプログラムがあります。
ルールを教えただけで自己対戦でトッププロより強
くなる囲碁・将棋のプログラムもあります。これら
を支える人工知能技術について教科書を読みながら
勉強しています。（准教授　田中琢磨）

最終発表会の様子

分析テーマ一覧
消費購買データ 健康診断データ SNSデータ 公的統計データ 地域移動データ

・ コカコーラとペプシ
コーラの比較分析

・ 身長と体重と体重と血
圧の相関

・ ロシアワールドカップ
に向けたTwitter分析

・ 彦根とその類似都市の
利便性比較

・ 彦根市と大都市圏の来
訪者の年齢、性別分布
の比較

・ ポッキー、プリッツ、
トッポの購買層分析 ・年齢と血圧の相関 ・ 外食における消費種

類・行動の分析 ・睡眠時間の変化
・ 彦根市と大都市圏の来

訪者数の1日の時間変
化

・ エナジードリンクと清
涼飲料水の購買層比較
分析

・ 視力の左右差と学部間
比較

・ フリマアプリの利用に
関する時系列比較

・ 城下町彦根・松本の観
光地としての比較

・ 近畿地方の観光客はど
こから訪れているのか

・ チョコレートの売上げ
のトレンド

・ BMIは身長や体重と明
確な相関を持たない
か？

・ 企業が広告ツイートを
するのに適した時間帯
の分析

・ 人口問題についてー地
域ごとの女性賃金と出
生率の比較

・ 彦根市訪問者の月別時
間推移

・ コーヒー飲料のブラン
ド比較分析 ・学年進行と体重 ・ 冬物衣料の広告はいつ

出せばよいのか？ ・少年犯罪の時系列比較 ・ 彦根市来訪者の特徴に
ついて
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第７回スポーツデータ解析コンペティション

　12月23日に東京で開催された第７回スポーツデータ解
析コンペティションに、データサイエンス学部1年生が参
加しました。このコンペは複数のスポーツデータから1つ
を選択し、自由に分析目的や方法を選択しながらデータ分
析を進めていくというものです。
　今回、春学期終盤にコンペの説明を聞いて興味を持った
学生たち４名がバスケットボールのデータ分析をしまし
た。データは試合でのシュートやファウルなどのアクショ
ンがまとめられたもので、統計ソフトを使っての分析作業
が10月から始まりました。
　しかし、このデータ分析を進めるにはデータ整形などの
前処理、専門的な統計分析、分析結果の解釈や施策の提案
が必要ですが、学生たちはまだプログラミングの勉強を始
めたばかりです。また、統計分析手法の知識も限られてお
り、これらすべてのプロセスでとても苦労しました。し
かし、教員のアドバイスを得ながら、他の講義課題などか
なり厳しいスケジュールの中でも４人で分担して作業を続
け、ポスター発表をすることができました。
　４名の学生たちはこのコンペを通して、データサイエン
ティストに必要な能力や自分たちの現状のレベルについて
とても多くのことを学べたようです。例えばデータ分析で
は、前処理はとても難しく、分析方法を理解するためには
数学の勉強が必要だということ。さらに分析結果を伝える
ための資料や口頭説明でのプレゼンテーションスキルも大
切だと感じたようです。何よりも学生たちが強く感じたこ
とは、受け身で講義に参加するだけでは、データサイエン
ティストとして十分な能力を得られないという危機感でし
た。
　この分析を通じて４人は、データサイエンス学部でのこ
れからの講義や活動でもっと勉強したいと強く感じたとの
こと。今回の経験がこれからの勉強の強いモチベーション
となったようです。

祝！奨励賞受賞！　スポーツデータ分析に取り組むデータサイエンス学部 1期生たち

スポーツデータ分析

滋賀県立膳所高等学校データ班との取組み

　滋賀大学データサイエンス教育研究センターは滋賀県立
膳所高等学校（以下、膳所高校）野球班にデータ分析の効
率化について指導を行いました。膳所高校野球班データ班
はこれまで、手作業によって打者が打った打球の種類や落
下地点などのデータの分析（集計や可視化、解釈など）を
実施し、守備シフトの選択などに活用してきました。これ
に対し、作業時間の短縮を目指し、統計解析ソフトRを活
用したデータの数値化やグラフの自動作成について指導を
行い、データの解釈についての作業時間の確保が可能とな
りました。そして第90回記念選抜高等学校野球大会では、
膳所高校が実施した極端な守備シフトは効果を生み、多く
のメディアや世間から注目を集める結果となりました。

遅くまで分析に励む DS 学部１期生

(京都新聞 2018 年 3 月 19 日朝刊)
(スポーツデータコンペティション・野球データ分析指導：助教 保科架風)
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　本学部のカリキュラムでは、初年度から様々な分野での
データサイエンスの活用事例に触れることで、学生自身が
本学部で学ぶモチベーションを高め、各自の目標を鮮明に
することを想定しています。データサイエンス実践論もそ
の1つです。以下では、これらの授業について紹介します。

データサイエンス実践論A

　データサイエンス実践論Aでは、日本IBMの現場経験者
を講師として招き、全15回の授業で、
　・IoT技術の発展とその活用事例
　・ビッグデータの活用事例
　・�Bluemix（アプリケーション開発用クラウド・プラッ

トフォーム、現在はIBM�Cloudに名称が変更されて
いる）のハンズオン

　・�クラウド型コグニティブ分析Watson�Analyticsによ
るハンズオン

などを中心に、講義をしていただきました。

データサイエンス実践論B

　データサイエンス実践論Bでは、データサイエンティス
ト協会の会員企業を中心に13の企業から講師を招き、そ
れぞれの企業の中でどのようにデータサイエンスが活用さ
れているかを紹介いただきました。扱うデータによって、
分析手法も活用も異なるので、毎回新鮮なテーマでの講義
となっています。具体的なテーマおよび企業は次のとおり
です。

講義の様子

データサイエンス学部で学べば、現場のデータサイエンティストにたくさん会える！

データサイエンス学部の特色ある授業：協力企業関係者から学ぶ「データサイエンス実践論」

回 内　　容 担当企業

1 データサイエンスで実現すること

株式会社野村総合
研究所

2
マーケティング戦略と
データサイエンス

3
顧客理解や人工知能と
データサイエンス

4
データサイエンティストの
実際とこれから

5
金融業界における
データサイエンス

株式会社金融
エ ン ジ ニ ア リ ン
グ・グループ

6
不動産業界における
データサイエンスの活用

株式会社GA
technologies

7
スマートな分業社会を実現する
ためのデータサイエンスの活用

GRI, Inc.

8
製造業向けIoTデータ分析事例
とデータ分析プロジェクト推進
ポイント

株 式 会 社KSKア ナ
リティクス

9
健康経営×データ分析
～ IoT機器を用いた介入研究の
事例をもとに

株式会社分析屋

10

・ デジタル体験を起点とした顧
客価値向上への挑戦

・ 銀行データを使った顧客の行
動分析・予測

・ 株式会社三井住
友 フ ァ イ ナ ン
シャルグループ

・SMBC信託銀行

11
CRMの現場で求められる分析
と仕事の進め方

株式会社ブレイン
パッド

12 分析現場で必要となる数学力
株式会社ブレイン
パッド

13
CyberAgentにおける
Data Science事例

CyberAgent

14
流通業やコンタクトセンタにお
けるデータ分析技術活用事例

日本電気株式会社

15
大企業の中でのデータサイエン
ティストの役割とヒエラルキー
を突破する具体的方法の例示

株式会社電通
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統計教育連携ネットワーク研究集会
「新たな時代を迎えた日本の統計教育」開催

　2017年11月30日、12月1日の両日、彦根キャンパスに
おいて、本学が幹事校を務める「統計教育連携ネットワー
ク（拡大版JINSE）」の研究集会を開催しました。
　このネットワークは、データに基づく数量的な思考によ
る課題解決型人材を育成するためのカリキュラムコンテン
ツと教授法を整備し、教育効果評価システムの確立によっ
て統計教育の質保証を行うことを目指しています。
　今回の研究集会では、総務省、滋賀県警察、統計数理研
究所、国公私立大学、民間企業等、様々な機関・団体の方々
にお越しいただき、統計教育の現状と今後に関して、研究
報告と活発な意見交換が行われ、産官学連携推進を図りま
した。

阪大連携：「メディカルデータサイエンス」
人材育成プログラム

　近年、診療録情報、診療報酬請求（レセプト）情報や特
定検診・特定保健指導情報など保健医療分野における電子
データの集積が進んでおり、これらのビッグデータ・リア
ルワールドデータの利活用への期待が高まっています。
　その期待に応えるには、保健医療分野に精通したデータ
サイエンス人材が不可欠であることから、大阪大学大学院

須江理事による挨拶

データサイエンス教育の議論が進行中！次々に広がっていく統計教育のネットワーク

国内ネットワークにおけるデータサイエンス人材育成

医学系研究科（主催）、同大学大学院基礎工学研究科と本
学（共催）が連携し、保健医療分野におけるデータサイエ
ンス「メディカルデータサイエンス」の人材育成プログラ
ムを立ち上げました。
　11月20日、大阪大学中之島センターで開催したキック
オフシンポジウムでは、保健医療にかかわる多くの企業・
自治体が参加する中、本プログラムの目的、発展性、リア
ルワールドデータの利活用での問題の対応方法などの先進
的な研究発表が行われ、本学からは竹村データサイエンス
学部長と清水教授が講演を行いました。

データ関連人材育成関西地区コンソーシアム

　文部科学省平成29年度科学技術人材育成費補助事業
「データ関連人材育成プログラム」にデータ関連人材育成
関西地区コンソーシアム（代表機関：大阪大学）が選定さ
れました。本事業は高度データ関連人材となり得る人材を
発掘し、関連する知識・スキルの習得に加えて、キャリア
開発までを一貫して行う取組を支援することで、高度デー
タ関連人材の活躍を促進し、データ利活用社会のエコシス
テム構築への貢献を目指すものです。本コンソーシアムは
大阪大学を代表機関とし、京都大学、神戸大学、滋賀大学、
和歌山大学、奈良先端科学技術大学院大学の6大学に加え、
関西経済連合会をはじめとする経済界の団体や多くの企業
がメンバーとなっています。

講演する清水昌平教授
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新刊書の紹介

「スパース推定法による統計モデリング」
（統計学 One Point）

川野秀一・松井秀俊・廣瀬慧　著
共立出版

「データサイエンス入門」岩波新書
４月20日発売

竹村彰通　著

　回帰モデルに対する変数選択手法であるlassoは、

変数選択とパラメータ推定を同時に行うことができ

るという特徴を持っています。lassoのような、デー

タから疎性構造を抽出するための方法は総称してス

パース推定とよばれ、近年大きな注目を集めていま

す。

　本書は、学部3、４年生から大学院生、ならびに

企業における実務者、技術者向けに、正則化法に基

づくスパース推定の入門的内容から発展的内容まで

をまとめたものです。実用性を重視するため、スパー

ス推定を用いた統計モデリングを中心にできるだけ

数多く解説し、「スパース推定を用いると、こういう

統計解析が可能になるのか」といった、統計解析に

おけるスパース推定の有用性を実感することができ

るように心掛けました。目次は以下の通りです。

第1章　線形回帰モデルとlasso

第2章　lasso正則化項の拡張

第3章　構造的スパース正則化

第4章　一般化線形モデルにおけるスパース推定

第5章　多変量解析におけるスパース推定

　データサイエンスの現代的な意義について、数学

的な詳細には踏みこまず、統計学やコンピュータの

発展に関する歴史的な背景の中で、全般的に論じた

入門書。高校生でも読める内容となっています。目

次は以下の通りです。

Ⅰ章　ビッグデータの時代

1 データサイエンスの登場／２ 台頭するデータサイ

エンティスト／3 統計学の流れ／４ コンピュータと

インターネットの発展

Ⅱ章　データとは何か

1 定義と種類／２ コストと価値／3 ばらつきと分

布／４ 相関と因果、回帰／５ データに基づく意思決

定と不確実性／6 取り扱い上の倫理

Ⅲ章　データに語らせる―発見の科学へ向けたスキル

1 データサイエンスのスキルの学び方／２ データ処

理と可視化／3 データの分析とモデリング／４ ビッ

グデータの処理と分析／５人工知能とデータサイエ

ンス

付録1 統計学の歴史の概要／付録２ コンピュータの

歴史の概要

解 説 解 説
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データサイエンス調査・情報発信

海外の取組から滋賀大学データサイエンス学部に効果的な教育を常に追求

データサイエンス教育海外動向調査

　2018年1月21日から29日にかけてJheronimus�Academy�
for�Data�Science（JADS;オランダ・スヘルトーヘンボ
ス）、Essex�University（Essex;イギリス・コルチェス
ター）、Trier�University� for�Applied�Sciences（Trier;
ドイツ・トリーア）にて、データサイエンス教育および研
究に関する視察を実施しました。

1.学部教育の改善
　滋賀大学データサイエンス学部（以下、滋賀大DS）で
は、数学などの講義で学生の理解度に差が生じていますが、
Essexでも同様に差が生じていました。�これに対し、「Re-
introduction＝理解するまで講義を受講する」ことを重視
し、�単位認定を厳格にすることで、�学生に十分な学習の機
会を提供しています。また、Essexの学生は何を学ぶのか
を明確に設定しており、学習意欲が高いと感じました。
2.企業との共同研究関係の改善
　JADSは企業との共同研究を教育と研究の両面から数多
く実施し、�企業を共同研究や教育などの取り組み内容に
よって「ディスカッションのみ」、「講師派遣（教育）」、「ト
ピック単位での共同研究」、「包括的提携」などに明確なラ
ンク分けをしていました。これは滋賀大DSにとっても有
益であると思われます。
3.�大学院（申請中）を含めたデータサイエンティスト教
育に必要な要件定義

　JADSの大学院（修士課程）ではアカデミックの成果と
企業との共同研究の両方を以って修士修了の条件に設定し
ています。また、�Essexでは大学院生が企業との共同研究
プロジェクトをマネジメントしており、�問題を他の大学院
生・ポスドクと共有することでその解決を図っていました。

Jheronimus Academy for Data Science の外観

4.視察先大学との教育的な提携
　JADSのカリキュラムの多くは滋賀大DSと類似する点が
多く、Essexには滋賀大学DSにはない講義（数学や心理学
など）が多数存在しました。また、Trierは多くの実験デー
タや3Dグラフィックデータなどを保有しており、学生が
滋賀大DSでは提供できない経験ができる可能性を強く感
じました。
5.�その他滋賀大学データサイエンス学部に足りていない
点の認識

　JADSやEssexでも滋賀大DSと同じような講義がカリ
キュラムに組まれていましたが、データの可視化について
の講義は滋賀大DSに比べて力を入れている印象でした。�
また、JADS・Essex・Trierに比べて滋賀大DSの学生の英
語力が不足しているようです。

　以上が今回の海外視察の感想です。JADSのProf．Daan�
Kolkman、�EssexのProf．Lausen�Berthold、Trierの�
Prof．Peter�Koenig�など、今回の視察でお世話になった
関係者の皆様に深く感謝します。� （助教　保科架風）

Essex University のグラフ理論の講義風景

Trier University for Applied Sciences での VR を活用した研究風景
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データサイエンス調査・情報発信

　2018（平成30）年3月2日、日本経済新聞社と本学の主
催で、東京都千代田区の大手町フィナンシャルシティ�カ
ンファレンスセンター・ホールにおいて、「データサイエ
ンスが拓く未来フォーラム2018」を開催しました。現在、
次世代の ｢超スマート社会（Society5.0）｣ を担うAIやIoT
などのテクノロジーの開発が叫ばれています。このフォー
ラムでは、その基盤となるデータの分析・活用を担う「デー
タサイエンス人材」の育成について議論が行われました。
さらに、ビジネスの最前線で展開されている様々なデータ
の利活用について、現場から多くの報告がありました。

データの利活用と人材育成

官・民が共有するデータサイエンス人材育成の課題

　本フォーラム第1部の「データサイエンス～産学連携教
育研究セッション」では、二つの基調講演がおこなわれ、
内閣官房情報通信技術総合戦略室内閣参事官の奥田直彦氏
より、日本型デジタルガバメントの実現について、さらに
情報・システム研究機構統計数理研究所所長の樋口知之氏
より、超スマート社会におけるデータサイエンスの人材育
成についてご講演いただきました。

現場データを用いた成功経験

　続いて、基調講演を踏まえて、あいおいニッセイ同和損
害保険の大沼顕介氏、野村総合研究所の大川内幸雄氏、パー
ソルキャリアの鹿内学氏、本学竹村彰通センター長の４
名で、データサイエンス教育についてのパネルディスカッ
ションが行われました。データサイエンス教育では産学連
携に基づき、実際のデータに触れられることが望ましいが、
現在行われている産学連携や教育における連携のあり方に
ついて議論が行われました。

滋賀大学・日本経済新聞社の主催フォーラム
データサイエンスの最前線と将来の人材育成の課題を熱く議論

データサイエンスが拓く未来フォーラム開催

ビジネス現場のデータサイエンス

　第2部の「新たなビジネスを創造するデータアナリティ
クスの最前線セッション」では、フューチャー�代表取締
役会長兼社長グループCEO　金丸恭文氏、伊藤忠テクノ
ソリューションズ　野村典文氏、野村総合研究所　沼澤優
氏、　SAS�Institute�Japan　畝見真氏の各氏により、現場
のデータサイエンスや人材育成について紹介や課題が共有
されました。

産学で取り組むデータサイエンス人材育成

　これらの講演と事例紹介ののち、竹村センター長と大阪
ガス河本薫氏による対談が行われました。全体を通して、
今後の産業・社会を担うデータサイエンス人材の育成につ
いて、ビジネス最前線で求められる人材像、産業界（企業）
や教育界（大学他）での取組の現状と課題、そして産学が
連携してより多くのデータサイエンス人材を産み出して行
くための課題と解決策が討議されました。
　フォーラムには300名を超える参加者があり、データサ
イエンス人材育成の課題と未来を発信する良い機会となり
ました。

クロージング対談の様子
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　(日本経済新聞 2018 年 3 月 28 日(水)朝刊)
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統計研究研修所共催セミナー開催

　2017年8月3日（木）、滋賀大学大津サテライトプラザ
において、「教育関係者向けセミナー」を統計研究研修所
との共催で開催しました。当日は小・中・高等学校教諭を
中心に22名が受講され、グループワークでは活発な議論
が行われていました。
＜講義内容＞
■「統計データを使った授業の現状と展開」
　実践女子大学人間社会学部　竹内　光悦　教授
■�「新教育課程における統計教育の具体像について」
　愛知教育大学　青山　和裕　准教授

　2017年9月20日（水）、本学大津サテライトプラザにお
いて、平成29年度　特別コース「データサイエンスセミ
ナー」（統計リテラシー向上のためのセミナー）を統計研
究研修所との共催で開講しました。当日は自治体の職員を
対象に行われ、22名の方が受講されました。
＜講義内容＞
■「ビッグデータ時代に求められるデータサイエンス力」
　データサイエンス学部　竹村　彰通　学部長
■�「問題解決のための統計グラフ作成と統計の実践的活用
に向けたプレゼンテーションのポイント」

　慶應義塾大学大学院健康マネジメント研究科　渡辺　美智子　教授

データサイエンスの普及に向けて、様々なアプローチを行っています

データサイエンス普及活動

子どもプログラミング教室

　11月26日（日）、大津キャンパスにおいて、総務省統計
局との共催により、大津市内の小学生を対象とした「子ど
もプログラミング教室～プログラミングソフト「Scratch
（スクラッチ）」を体験してみよう！！ ～」を開催しました。
　本教室は、情報リテラシー向上の取り組みを進める総務
省統計局とデータサイエンス教育に取り組む本学が連携し
て、小学生にプログラミングを通じて統計データに親しん
でもらうイベントで、昨年度に続き第2回目となる今回は
滋賀県教育委員会の後援、大津市教育委員会の協力を得て
実施したものです。
　講師には株式会社ヴィリング 代表取締役 中村一彰氏を
お招きし、大津市内の小学5・6年生26名に対して、自
分で組み立てた2種類のコマから得られたデータ（回転時
間）をもとに、「Scratch（スクラッチ）」を使ってプログ
ラムをつくるという、ものづくりを通じて学ぶ統計データ
を分かりやすく解説いただきました。
　参加した子どもたちからは、「プログラミングのやり方
がよく分かった。」「家に帰ってからもやりたい。」といっ
た声が聞かれました。
　また、教育学部・データサイエンス学部の学生及び教員
も参加し、子どもたちからの疑問を一緒に解決するなど、
本学にとっても実践教育の良い機会となりました。

講演する渡辺美智子慶應義塾大学教授 親子で一緒にプログラミング
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統計相談

　平成28年度に引き続き、平成29年度も滋賀県県民生活
部統計課が実施している統計相談窓口の統計アドバイザー
として、本学部教員（14名）が様々な相談に応じました。
本相談窓口は県民の統計データの理解・活用力の向上およ
び統計分析スキルアップを目的とし、県内在住者・事業
所・団体・自治体等および県内に通勤・通学している人を
対象に、
　・統計調査（アンケートの実施方法）
　・統計データの分析
　・データ処理
などの相談を受け付けています。
　平成29年度の相談の内容の一部を以下の表にまとめてい
ます。本相談は平成30年度も継続していきます。

平成29年度　統計相談窓口　主な相談案件
相談者 相談概要

自治体 ある経済指標の予測式の見直しについて
自治体 ある経済指標の可視化について
民間事業者 アクセスログデータの活用方法について
民間事業者 満足度アンケートの設計について
自治体 健康データに関する統計分析について
自治体 雇用データ収集のための調査票設計について
県内学生 アンケート調査の分析法について
自治体 都道府県別データからの情報抽出について
民間事業者 ある食品の印象に対する調査設計について
民間事業者 従業員の成績評価の指標について

放送大学

　2018（平成30）年3月10日（土）、データサイエンス学部
の和泉志津恵教授と松井秀俊准教授が、平成30年度に放
送・配信される、放送大学テレビ番組「データサイエンス
特別番組」の公開講演会で講演を行いました。
　講演会は中京大学名古屋キャンパスで開催され、幅広い
年齢層の聴講生約80名が参加しました。
　和泉教授は「データサイエンスことはじめ」と題してデー
タサイエンスについてミニクイズを通して紹介し、松井准
教授は「データサイエンスをいかす」と題して様々な分野
へのデータサイエンスの応用例について説明しました。講
演終了後の質疑応答では、多数の質問が絶え間なく上がり、
活発な議論が行われました。

びわ湖環境ビジネスメッセ

　びわ湖環境ビジネスメッセ2017が、2017（平成29）年
10月18日～20日の間、長浜バイオ大学ドームで開かれま
した。西日本最大規模の環境産業総合見本市として、今回
で20回目の記念開催となりました。
　今回は「第４次産業革命と環境産業の未来」と題した特
設ブースが設けられ、その中で、日本初となるデータサイ
エンス学部を中心に本学のデータサイエンス教育研究の紹
介を行いました。本学の特設ブースには、内閣府地方創生
推進事務局からの視察もあり、第４次産業革命に資する
データサイエンスの説明を行い、地方創生の観点からも滋
賀県の優位性の一つとして、本学のデータサイエンス教育
研究に関する意見交換を行いました。
　また、記念セミナーでは、竹村学部長が「ビッグデータ
をビジネスに活かすデータサイエンス」と題した講演を行
いました。

和泉志津恵教授の講演

内閣府地方創生推進事務局からの視察
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高校生のためのデータサイエンス入門

2017年度は2,723名が受講登録
201８年度も7月17日に開講予定

　データサイエンス教育研究センターでは、オンライン学
習サービスであるMOOC(Massive�Open�Online�Course)
の教材を作成しました。この教材は、入学者を総合的に評
価するAO入試にも活用されており、高校生が夏休みに視
聴し、課題レポートを提出することで、データサイエンス
学部の入試に挑戦することがでます。2017年度は8月1
日～9月30日までgaccoより配信され、一般の視聴者も含
めて2,723名の登録がありました。
　このMOOCは、全20回の講義で構成されており、2週
間に渡って、RESASやe-Statを用いたデータの取得方法か
ら、統計学の基礎、また分析の初歩が学べるようになって
います。本講義では、本格的なビッグデータを扱うことは
できませんが、高校生にも身近な題材を用いて、データを
用いて社会の課題を考え、データから有用な情報を引き出
す方法について説明します。データ分析の具体的な手法は、

主に高等学校数学Ｉの「データの分析」で習う手法にもと
づいています。よって、本講義では「データの分析」で習
う手法を、どのように実際に役立てることができるか、に
ついても学ぶことができます。

MOOCの構成内容
担当回 教員 タイトル

第1週第1回

伊達平和

この講義の概要とねらい
第1週第2回 データサイエンスとは
第1週第３回 公的データを入手する

第1週第４回 地域経済分析システム
（RESAS）の利用

第1週第５回 政府統計の総合窓口
（e-Statの利用）

第1週第6回

松井秀俊

代表値
第1週第7回 標準偏差
第1週第8回 標準化
第1週第9回 ヒストグラム
第1週第10回 箱ひげ図
第2週第1回

姫野哲人

2変数データと散布図
第2週第2回 層別データの扱い
第2週第３回 相関係数とは
第2週第４回 相関係数の特徴
第2週第５回 相関係数と因果関係
第2週第6回

笛田　薫

クロス集計
第2週第7回 層別クロス集計
第2週第8回 時系列と指数化
第2週第9回 時系列の移動平均
第2週第10回 時系列の季節調整

オープンキャンパス

　2017（平成29）年8月5日、彦根キャンパスにおいて
オープンキャンパスを開催しました。経済学部と、本年４
月に新設されたデータサイエンス学部の2学部となって初
の彦根キャンパス・オープンキャンパスは、東海、北陸、
近畿、中国地方を中心に、北海道、沖縄県からもお越しい
ただき、来場者受付人数は、昨年（2,012名）を上回り、
過去最高の2,197名に上りました。
　各学部、カリキュラムの説明会や模擬講義のほか、入学
試験、留学、就職活動支援等に関する個別相談、在学生が
入学試験に向けた準備や学生生活に関する疑問に答える質
問コーナー、食堂での学食体験等のほか、午後には大学院
経済学研究科の進学相談会も開催され、猛暑にもかかわら
ず、いずれの会場も多数の方々の受講、参加がありました。 熱心に聞き入る参加者

　データサイエンス学部では松井秀俊准教授が「データ
サイエンスへの誘い」というタイトルで模擬講義を行い、
データサイエンスが実生活でどのように使われているの
か、AIなど最新の内容を含めて幅広く紹介しました。

データサイエンス調査・情報発信
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東京大学工学部航空学科（1986年）、東京大学大学院工学系研究科航空学専攻 
修士課程（1988年）、奈良先端科学技術大学院大学情報科学研究科情報処理学
専攻 博士後期課程 同研究科博士号（工学）取得（2008年）、日本アイ・ビー・
エム東京基礎研究所を経て現職。

● “Harmonic Feature Fusion for Robust Neural Network-based 
Acoustic Modeling”, O. Ichikawa, T. Fukuda, M. Suzuki, G. Kurata, B. 
Ramabhadran, IEEE International Conference on Acoustics, Speech and 
Signal Processing (ICASSP), pp. 5195-5199, 2017.
●“Speech corpus recycling for acoustic cross-domain environments for 
automatic speech recognition,” O. Ichikawa, S. J. Rennie, T. Fukuda, D. Willett, 
Acoustical Science and Technology, Vol. 37 (2016) No.2, pp. 55-65, 2016.

ニューラルネットワークを用いた深層学習を用いて、雑音や残響がある環境での音声認識の精度を高め
る研究や、大規模音声データを異なる音響環境向けに再利用する研究、会議や教室での音声認識を可能
にする信号処理技術の研究、ロボットと音声対話をする研究を行っている。

Keywords:音声データ・音声認識・深層学習・マルチチャネル信号処理

教授　市川　治

京都大学工学部数理工学科卒（1989年）、京都大学大学院工学研究科修士課程
修了（1991年）、同年大阪ガス株式会社入社、1998年から米国ローレンスバー
クレー国立研究所にてエネルギー消費データ分析に従事、2000年大阪ガス復社、
2011年から同社データ分析組織であるビジネスアナリシスセンター所長を務め、
2018年から現職。日経情報ストラテジーが選ぶ初代データ・サイエンティスト・
オブ・ザ・イヤーを受賞。博士（工学、経済学）。

●会社を変える分析の力（講談社現代新書、2013年）
●最強のデータ分析組織（日経BP、2017年）

データと分析力から価値創造するためのプロセスや人材育成、組織体制のあり方について、企業におい
てデータ分析組織を率いてきた経験を活かしながら、他の企業へのヒアリングや海外企業の調査、また、
企業との共同研究などを通して、実践的な知見をまとめ、日本企業にフィードバックすることで我が国
の発展に貢献する。

Keywords:データ分析・価値創造・経営・意思決定・オペレーション

教授　河本　薫

●Dense 3-D reconstruction of an outdoor scene by hundreds-baseline 
stereo using a hand-held video camera, Int. Journal of Computer Vision, 
Vol. 47, No. 1-3, pp. 119-129, 2002.
●Augmented reality marker hiding with texture deformation, IEEE Trans. on 
Visualization and Computer Graphics, Vol.23, No.10, pp. 2288-2300, Oct. 2017.

実世界を仮想空間に再現する仮想化現実世界の構築を目指し、（1）カメラによって撮影される画像群を
解析することで実世界情報を抽出する画像処理・画像センシング技術、（２）センシングした情報を可視
化する画像合成技術、（3）情報をわかりやすくユーザに提示するバーチャルリアリティ技術に関する研
究を行っている。

大阪府立大学工学部卒（1999年）、奈良先端科学技術大学院大学情報科学研究科
博士前期課程修了（2001年）、同博士後期課程修了・博士（工学）取得（2003年）、
同研究科助手(2003年)・助教(2007年)・准教授(2011年)を経て、2018年より
現職。

Keywords:コンピュータビジョン・画像処理・複合 / 拡張現実・バーチャルリアリティ

教授　佐藤 智和

研究
内容

研究
内容

主要
業績

主要
業績

主要
業績

略歴

略歴

略歴

研究
内容

新任研究員
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埼玉大学工学部卒（2010年）、同大学院修士課程修了（2012年）、東京工業大
学大学院情報理工学研究科博士課程修了、博士（工学）取得（2014年）、日本
学術振興会特別研究員（DC）、特別研究員（PD）、青森大学ソフトウェア情報学
部助教、同講師を経て現職。

● “Phase Reduction Method for Strongly Perturbed Limit Cycle 
Oscillators”, Physical Review Letters, vol. 111, 214101(2013).
● “Design and control of noise-induced synchronization patterns”, 
Europhysics Letters, vol.107, no.1, 10009 (2014).

非線形力学系の低次元化は伝統的なテーマであるが、近年、データ分析や最適制御への応用の文脈から
再び注目を集め、理論の深化が進んでいる。こうした背景を踏まえ、主要な低次元化法の一つである位
相縮約法を拡張し（PRL,2013）、理論解析のロバスト化を実現するとともに、こうした理論とデータサ
イエンスの融合を試みている。

Keywords:非線形力学系、確率過程、時系列解析、モード分解、ベイズモデリング

助授　紅林　亘

大阪工業大学工学部経営工学科経営数理演習非常勤講師、コンピュータ日本学院
専門学校情報システム学科非常勤講師、滋賀大学経済学部情報処理教育センター
助手を経て現職。博士（工学）。

● Human Cognitive Reliability Analysis on Drivers Using Simulator 
Experiments, Journal of Japan Industrial Management Association, 
62（6E）, pp.1-8, 2012.
●材料欠陥検査における検査員の技量評価と分類法に関する研究、材料、
63（2）、pp.98-103、2014。

人間にとって情報とは何か、Human Computer Interactionのアプローチから人間とシステムとの協働
に関する研究を行っている。システム設計におけるHuman Centricの概念を念頭に、主に製造業を対象
としたシステム信頼性評価の研究や、さまざまなデータベースからの統計的情報抽出に関する研究を進
めている。

Keywords:情報科学・システム工学・信頼性工学・ヒューマンファクタ・品質管理

助授　中川 雅央

筑波大学 生物学類卒（2008年）、筑波大学大学院 構造生物科学研究科博士後期
課程修了（2015年）、同研究科博士号（理学）取得（2015年）、国立環境研究
所 地球環境研究センター 特別研究員を経て現職。

●Nakagawa Y, Yokozawa M, Hara T:“Competition among plants can 
lead to an increase in aggregation of smaller plants around larger ones”, 
Ecological Modelling, Vol.301, pp. 41–53, 2015
● Nakagawa Y, Yokozawa M, Ito A, Hara T: “Effectively tuning 
plant growth models with different spatial complexity:A statistical 
perspective”, Ecological Modelling, Vol.361, pp.95–112, 2017

研究内容:植物の資源をめぐる競争と集団のダイナミクスの関係をネットワークや空間構造の観点から
研究。また、植物個体群・植物生理・微気象・物質循環プロセスを総合した動的植生モデルの開発、植
物のトランスクリプトームや都市のCO2排出量のデータ解析などにも取り組んでいる。

Keywords:植物生態学・競争・動的植生モデル・物質循環

助授　中河 嘉明

研究
内容

研究
内容

研究
内容

主要
業績

主要
業績

主要
業績

略歴

略歴

略歴

研究員紹介
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教授　熊澤 吉起

専任研究員

研究分野は数理統計学全般にわたり、以前より多変量解析の分布理論や統計的決定理論
の研究をしている。最近の主な研究テーマは計算代数統計とよばれる分野で、統計学と
代数学にまたがる新たな展開をめざしている。また確率論への新しいアプローチである
ゲーム論的確率論の基礎研究も行っている。

Keywords:情報学、統計科学

センター長　教授　竹村 彰通

研究
内容

研究領域は統計学、計量経済学、エネルギー・環境経済学、経済学方法論、科学論
等、広範囲に及ぶ。最近著は『経済学のすすめ:人文知と批判精神の復権』（岩波書店、
2016年）。

特別顧問 特別招聘教授　佐和 隆光

研究
内容

臨床研究や疫学研究において、生体マーカーを用いる場合のサンプリングに基づく研究
デザインの提案や、統計的なモデルの適合度検定や解析方法の提案を行っている。加
えて、SAS、STATA、Rなどの統計解析ソフトを用いたアプリケーションも作成する。
統計教育における評価方法についても研究している。

Keywords:生物統計学、研究デザイン、統計モデル、統計教育における評価方法

教授　和泉 志津恵

研究
内容

中途打ち切りデータの発生する状況下での指数分布の検定や統計解析ソフトウェアRの
研究をおこなっている。

Keywords:数理統計学、仮説検定、中途打ち切りデータ

研究
内容

ソフトウェア理解を目的とし、プログラムのモジュール化・可視化といった研究を行っ
てきた。ビジネス分野へのICT技術の活用を図るため経営情報システムの研究を行った。
近年は、揺動散逸原理に基づく時系列解析や数理曲線から生成されるデザイン群のビッ
グデータ分析といった研究に取り組んでいる。

Keywords:プログラミング科学、ソフトウェア工学、経営情報、揺動型時系列解析

教授　齋藤 邦彦

研究
内容

自然現象や人間行動の根底にある因果メカニズムを解明するための数理的方法論に関す
る研究・教育を行っている。特に、介入のない観察データから因果関係を推定するため
の数学的方法論を研究開発し、従来の限界を超える新しい方法論体系を構築している。

Keywords:統計科学、機械学習、因果推論

教授　清水 昌平

研究
内容

これまで公務員として、保険数理や医療保険制度改革、GDP統計の作成等に携わり、最
近は総務省統計局において経済統計の企画・実施の責任を負ってきた。経済統計の改善
や、公的統計の活用、マクロ経済分析等に興味を持って研究を行っている。

Keywords:統計制度、統計調査、経済統計、マクロ経済、産業連関分析、地域分析

教授　高田 聖治

研究
内容
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計測機器の発展に伴い、取得されるデータは大規模化だけでなくその形式も複雑多様化
してきた。特に、時間の経過に応じて計測されたデータは、現象の経時変化を明らかに
するための有効な情報である。私は、このような形式のデータから有効な情報を抽出し、
データの発生構造を明らかにするための統計モデルを開発する研究を進めている。

Keywords:統計的モデリング、関数データ解析、スパース正則化

准教授　松井 秀俊

研究
内容

プロトコル合成など、並列分散システムの効率的な設計方法に関する研究で博士号を取
得した後、モバイルコンピューティング、高度交通システムなどの研究に従事。車車間
通信プロトコルを正しく性能評価を行うためには、交通シミュレータ上でのリアルな車
両挙動モデルが必要であり、その改良手法などにも取り組んだ。

Keywords:高度交通システム、モバイルコンピューティング、情報ネットワーク

准教授　梅津 高朗

研究
内容

高度交通システムとは、情報技術を利用して交通の輸送効率、快適性や安全性の向上に
寄与する一連のシステム群を指す総称名である。私は安全運転の支援、ナビゲーション
の高度化、交通流の最適化に研究の軸足を置く。

Keywords:高度交通システム、モバイルコンピューティング

准教授　川井　明

研究
内容

神経系・鳥の群れ・社会は、見た目も振る舞いもスケールも全く違う。しかし、多様な
要素が相互作用しながら一つの「全体」を形作っている点は共通している。これらの集
団の中で各要素がどのように協調して全体としての機能を発現するかを、情報と力学系
の観点から統一的に記述する研究を行っている。

Keywords:神経科学、非線形力学系、ニューラルネットワーク、集団現象

准教授　田中 琢真

研究
内容

現在、様々なデータを簡単に収集できるようになったため、多くのデータは高次元（変
数の数が多い）データとなっている。そのようなデータに従来からの古典的な手法を使
用すると、分析結果が不安定となり、正しい結果が得られなくなる。そこで、そのよう
な高次元データに対しても使用可能な手法の開発に取り組んでいる。

Keywords: 数理統計学、多変量解析、漸近理論

准教授　姫野 哲人

研究
内容

Keywords:統計的推測、尤度理論、確率過程、非正則モデル

専門は数理統計学である。なかでも、確率過程に対する統計的推測という課題を中心に
研究を行っている。また確率解析の手法を用いて、通常の理論が適用できない非正則モ
デルの統計的推測にも取り組んでいる。

准教授　藤井 孝之

研究
内容

観測データに基づき、確率的変動を含んだ観測対象の構造を推定するために最適な統計
モデルについて研究している。またその推定法を、環境問題、医学、ファイナンスなど
の諸問題への応用にも取り組んでいる。

Keywords:数理統計学、統計モデル、時系列解析、環境統計学

教授　笛田　薫

研究
内容

研究員紹介
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助教　高柳 昌芳

研究
内容

現代アジア諸地域は急速な経済的発展と、少子高齢化などの家族変容に直面している。
しかしアジア内部の家族の多様性と共通性については量的データの収集が始まった段階
であり、明らかになっていないことも多い。以上を背景に、家父長制、性別役割分業、
世代間援助といった切り口からアジアにおける比較研究を行っている。

Keywords:家族社会学、比較社会学、社会階層論、国際比較、アジア地域研究

講師　伊達 平和

研究
内容

時系列間の相互作用を統計的に推定する研究を行っている。外因性の入力や観測されな
い隠れた変数がある状況では、時系列間に疑似的な相関が生じる場合がある。私は背景
入力が存在する場合に、正しい相互作用を推定するためのモデルパラメータの推定方法
や検定統計量の研究に取り組んでいる。また離散変数確率過程の解析方法の研究も進め
ている。

Keywords:時系列解析、統計的因果推定、確率過程

助教　荒井　隆

研究
内容

生物が環境との相互作用の中で見せる複雑なふるまいを明らかにするため、生命系から
観測したデータを、非線形力学系理論に基づいた時系列解析手法や、データがどのよう
な過程で生成されたかを記述する数理モデルなどを用いて解析している。

Keywords:非線形時系列解析、数理モデル、バイオインフォマティクス

助教　岩山 幸治

研究
内容

個々の原子の挙動をシミュレートする分子シミュレーション技法を用い、タンパク質や
プラスチックなどの各種高分子を対象として、それらが示す性質を原子レベルから理
解することを目的とする計算化学的研究を行っている。数万原子の三次元位置座標の
時系列ダイナミクスをシミュレートする分子動力学計算は膨大なデータを与えるため、
Hadoopを用いた多並行分散処理技術を活用している。

Keywords:分子シミュレーション、ビッグデータ、高分子化学、生物物理学

研究
内容

高度情報化社会の進展に伴い、個人化対応の情報活用・共有を促進するために統合モデ
リング手法と支援メカニズム開発の研究を行っている。特に、様々なパーソナルビッグ
データを組織化するとともに、情報行動などコンテキスト情報の複合解析・融合による
ユーザモデルの構築及び、ユビキタス・クラウド環境をベースにしたシステムの開発を
進めていく。

Keywords:ユビキタスコンピューティング、ビッグデータマイニング、統合ユーザモデリング、情報ネットワークシステム

講師　周　暁康

研究
内容

獲得・蓄積される情報の量と質が爆発的に増加した現代において、それら多種多様かつ
大量のデータから有益な情報を効率的に抽出することが統計科学に求められており、ま
た、データの背後にある現象をモデル化することで現象の予測やメカニズムの特定が可
能となる。私は、このデータに対するモデルを作ること（モデリング）において、いか
に統計的に良いモデルを構築できるかという研究を進めている。

助教　保科 架風

Keywords:統計的モデリング、スパース推定、モデル選択
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特任・招聘研究員

地球環境にやさしい交通体系やまちづくりを進めるための政策手法について研究する傍ら、地
域公共交通プロデューサーとして、地方創生に資する公共交通網の再構築に「現場」で携わっ
てきました。これらの活動を支えるのは適切なデータの収集、分析、そして活用です。その方
法を皆さんと一緒に勉強できればと考えています。

特別招聘教授　加藤 博和

●名古屋大学大学院環境学研究科　教授
●専門:交通計画・環境評価

長年企業の工場・事業・本社部門で、技術開発、新製品開発、製造管理などモノづくり全般に
携わる。実務的課題解決を専門に「品質管理・品質保証・品質リスク」を研究主題とし、競争
力のある製品、完成度が高い品質実現に向けた管理手法研究を行っている。将来の仕事の場面
で役立つよう、品質管理のものの見方・考え方、手法を伝えたい。

特別招聘教授　北廣 和雄

●積水化学工業株式会社　技術顧問
●専門:品質管理

バイオインフォマティクス(情報生物学)を専門に研究をしてきました。近年、ゲノム(遺伝子)や
タンパク質など生体分子の情報が大量に蓄積したことで、生物学はデータサイエンスへと変貌
しています。皆さんには、「生命の情報」を読み解くための基礎と、その解析の面白さを理解し
てもらいたいと思います。

特別招聘教授　白井　剛

●長浜バイオ大学バイオサイエンス学部　教授
●専門:情報構造生物学

情報処理技術（特に、空間情報を用いた技術）を用いた防災・災害対応の研究を行っています。
阪神・淡路大震災（1995年）や東日本大震災（2011年）では、現地で支援活動を行ってきました。
熊本地震（2016年）では、これまでの手法に加えて新たにデータサイエンスを用いた災害支援
の手法についても提案しており、今後も新たな防災の手法を模索していきたいと思っています。

特別招聘教授　畑山 満則

●京都大学防災研究所　教授
●専門:空間情報学

東京大学経済学部卒業後、コンサルティングファームなどを経てNPO法人ビュー・コミュニケー
ションズを設立し、我が国独自の最新AI技術の実用開発・普及に取り組む。実際の大手企業（流
通業・製造業）の現場で起こっている経済的事実をどのように数理解析するか、理論と実務の
間を説明したい。現実は、なかなか理論通りにならないことを、実データに基づき入門的に体
験して頂きたい。事例はコンビニやメーカーのデータを用いる予定。参考文献は拙著『なぜあ
なたの予測は外れるのか』。

特別招聘講師　小松 秀樹

●特定非営利活動法人ビュー・コミュニケーションズ　副理事長

地球の気象学分野の研究室で学生時代を過ごし、火星の砂嵐の数値シミュレーションとその結
果の解析で学位を取得しました。その後研究員時代は、金星大気のデータ解析をしていました。
現在は、地球（特に彦根）と火星の時系列データ解析、画像解析をしています。データサイエ
ンス学部では、地球の環境・気象データの分析を講義しますが、他の星が好きな人も歓迎します。

特任講師　小郷原 一智

●滋賀県立大学工学部　助教
●専門:惑星科学・気象学

研究員紹介
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データサイエンス教育研究センター担当役員

私の専攻は統計学です。これまで、複数の選択対象における重み付問題の階層分析方法（AHP）
に取り組んできました。担当経験のある科目は入門者むけの基礎統計学から、統計専攻者に対
してcategorical data analysis、線形モデル、多変量解析、数理統計、医学統計学を教えた経
験があります。今後、様々な企業や政府のプロジェクト経験を活かし、ビッグデータの時代に
貢献できるように、研究や教育活動を続けて参ります。

特任講師　李　鍾賛

●滋賀大学
●専門:階層分析方法（AHP）、質的データ解析

最近は情報幾何を使った統計分析をメインに研究しています。統計的な推定や検定の理論は、
機械学習的なアプローチと補完する形で、これからも重要性を増していくと思いますが、両者
の接点のようなところで、これからも研究を続けていきたいと思っています。

教授　椎名　洋

●信州大学経法学部
●専門:多変量解析・情報幾何

薬学部卒業後、医学系大学院にて医療統計を学びました。国立がんセンター、東京理科大学、
京都大学を経て、現職に至ります。専門は、人を対象とした臨床研究の統計手法の開発です。
滋賀大学では、学生さんに医療分野に興味を持ってもらうこと、さらに、医療の多様化・ビッ
グデータなど最新の状況を伝えながら、医療・創薬の現場の即戦力となるデータサイエンティ
ストを教育することを目指しています。

准教授　田中 佐智子

●滋賀医科大学医学系研究科　准教授
●専門:医療統計学

統計オープンデータ戦略にいち早く取組み、その高度利用環境を構築、身近な統計のスマホ利
用「アプリDe統計」をプロデュース
日本人のデータサイエンス力向上のため、2014年に専門サイト「データサイエンス・スクール」
を立上げ、翌年政府初のMOOC講座「社会人のためにデータサイエンス入門」等を開講。
滋賀大学では、日本初のデータサイエンス学部を中核とする国内最高水準のDS教育研究拠点形
成とDSの社会実装/高度化推進のため企業連携等を推進。

理事 / 副学長　須江 雅彦

●中央大学法学部卒。元総務省統計局長
●専門:公共政策　広報　統計教育
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　データサイエンス教育研究センターは、データの利活用
により付加価値を生み出す新事業・新サービスの創出が重
要となっている現代社会において、様々な分野における
ビッグデータ解析・利用の機運が高まっている中、我が国
のデータサイエンス教育研究拠点として2016（平成28）年
４月に設立されました。
　当センターは、膨大なデータから有用な知見を引き出し、
新たな価値を創造するデータサイエンスに関する先端的な
教育研究活動を行うとともに、企業や自治体との連携、多
様な大学間連携を通じて、様々な分野における新たな価値
創造、社会貢献、教育開発を行っています。
　当センターの機能は大きく分けて次の４つの機能を有し
ています。

企業・官公庁などの皆様へ
　データサイエンス教育研究センターでは、これからも
様々な企業・自治体・教育機関との連携を強めていきま
す。データサイエンス教育研究センターが提供できる基本
的な技術は以下のとおりです。ご相談の内容に丁寧に対応
致しますので、気軽にお問い合わせください。

①DS基盤研究
　�データサイエンスの基盤となる機械学習、最適化、人工
知能などの最先端の研究を行い、国際シンポジウム等を
通して学術的な活動を進めます。

②DS価値創造プロジェクト研究
　�企業や自治体などの多様な連携により、各領域でのデー
タの利活用を進めます。

③DS教育開発
　�日本初のDS教育プログラムを開発するとともに、デー
タ駆動型PBL演習教材の開発や、インターネットを使用
する学習教材（MOOC）などの様々な教育開発を行い
ます。

④DS調査・情報発信
　�データサイエンスに関する海外動向や人材育成法の調
査、また学問としてのデータサイエンスの動向を調査し、
発信します。

データサイエンス教育研究センターの今後の発展にご期待下さい

データサイエンス教育研究センターの4つの機能

提供できる技術

●�ビッグデータの計算機処理（データベース、クラウド
コンピューティング、分散処理等）

（例）�顧客データなど各企業で蓄積されている（必ずしも
ビッグでない）データの処理法助言

●�解析ソフトウェア（R,�Python,�SAS,�SPSS,�Minitab,�
Tableau�等）

（例）�分野、業務内容、使いたい手法等に応じた適切な解
析ソフトウェアの利用法

●標本調査や実験計画の設計
（例）�アンケート調査の設計、Web�での�A/B�テストの設

計、実験計画法等

●最新の手法まで含むさまざまなデータ解析手法
・�将来データの予測のための時系列解析（ARIMAモデル、
状態空間モデル）

（例）商品の今後の売り上げを予測する

・�多くの要因の関係を分析する多変量解析（主成分分析、
判別分析、SVM、グラフィカルモデル等）

（例）�さまざまな商品の売り上げの間の関係などを分析す
る、性別や年齢といった顧客の属性による購買行動
の違いなどを分析する

・変数間の因果関係を分析する因果分析
（例）�売り上げを増加するために、どのような広告手段が

有効なのかを分析する

・�テキスト、画像、音声なども含む複雑なデータから情
報を引き出し処理する機械学習

（例）�カメラの動画からのデータ抽出、業務記録などのテ
キスト処理

・�多数の要因から重要なものを自動的に抽出するスパー
スモデリング

（例）�生産ラインで品質に影響を与え得る多数の要因から
重要なものを選択する

・深層学習として注目されているニューラルネットワーク
（例）�熟練者の技能を機械で再現するような複雑なモデル

の作成
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●センター長
　竹村　彰通�� 教授、データサイエンス教育研究センター長/Ph.D.

●専任教員
　和泉志津恵�� 教授/博士（医学）　　　　　　 市川　　治� 教授/博士（工学）
　河本　　薫�� 教授/博士（工学）　　　　　　 熊澤　吉起�� 教授/工学博士
　齋藤　邦彦�� 教授/工学修士　　　　　　　　佐藤　智和�� 教授/博士（工学）
　清水　昌平�� 教授/博士（工学）　　　　　　 高田　聖治�� 教授/理学修士
　笛田　　薫�� 教授/博士�(数理学)

　梅津　高朗�� 准教授/博士（情報科学）　　　 川井　　明�� 准教授/博士（情報科学）
　田中　琢真�� 准教授/博士（医学）　　　　　 姫野　哲人�� 准教授/博士（理学）
　藤井　孝之�� 准教授/博士（理学）　　　　　 松井　秀俊�� 准教授/博士（機能数理学）

　周　　暁康�� 講師/博士（人間科学）　　　　 伊達　平和�� 講師/博士（教育学）

　荒井　　隆�� 助教/博士（数理学）　　　　　 岩山　幸治�� 助教/博士（情報理工）
　紅林　　亘�� 助教/博士（工学）　　　　　　 高柳　昌芳�� 助教/博士（情報科学）
　中川　雅央�� 助教/博士（工学）　　　　　　 中河　嘉明�� 助教/博士（理学）
　保科　架風�� 助教/博士（理学）

●特別招聘教員等
　加藤　博和�� 特別招聘教授、名古屋大学大学院環境学研究科�教授/博士（工学）
　北廣　和雄�� 特別招聘教授、積水化学工業株式会社�技術顧問/博士（工学）
　白井　　剛�� 特別招聘教授、長浜バイオ大学バイオサイエンス学部�教授/博士（理学）
　畑山　満則�� 特別招聘教授、京都大学防災研究所�教授/博士（工学）
　小松　秀樹�� 特別招聘講師、特定非営利活動法人ビュー・コミュニケーションズ　副理事長
　小郷原一智�� 特任講師、滋賀県立大学工学部�助教/博士（理学）
　李　　鍾賛�� 滋賀大学�特任講師�博士（統計学）
　椎名　　洋�� 教授（クロスアポイントメント）　信州大学経法学部 教授/博士（経済学）
　田中佐智子�� 准教授（クロスアポイントメント）、滋賀医科大学医学系研究科�准教授/博士（保健学）

●特別顧問
　佐和　隆光�� 前滋賀大学長

●データサイエンス教育研究センター担当理事
　須江　雅彦�� 滋賀大学理事/副学長�

●データサイエンス教育研究外部アドバイザリーボードメンバー
　北川源四郎� 東京大学　数理・情報教育研究センター　特任教授
　樋口　知之� 情報・システム研究機構　統計数理研究所　所長
　狩野　　裕� 大阪大学大学院基礎工学研究科　研究科長　教授
　鷲尾　　隆� 大阪大学産業科学研究所　教授
　安宅　和人� ヤフー株式会社　チーフストラテジーオフィサー
　吉野　　睦� 株式会社デンソー　品質管理部　工学博士
　渡辺美智子　� 慶應義塾大学大学院健康マネジメント研究科　教授

（2018（平成30）年４月1日現在）

データサイエンス教育研究センター組織表
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2017（平成29）年

４月1日� 日本セーフティソサイエティ研究センターを設置

４月27日� トヨタ自動車株式会社と受託研究契約を締結

5月11日� トヨタ自動車株式会社とのビッグデータ分析人材育成プログラムがスタート

5月18日� データサイエンス学部開設記念ワークショップ開催

5月18日� 第一生命ホールディングス株式会社と連携協力協定を締結

6月9日� 滋賀中央信用金庫と包括的連携協定を締結

6月10日� 滋賀大学データサイエンス学部創設記念式典を開催

6月26日� �インフィック株式会社と健康寿命延伸を目的とした高齢者の生活データ解析による共同
研究を開始

6月29日� �株式会社ショーケース・ティービーと企業実務ビッグデータを活用したAI（機械学習）
による分析・研究を開始

７月10日� 滋賀経済同友会と包括的連携協定を締結

７月20日� �東レエンジニアリング株式会社と、ビッグデータを用いた予測分析に関する受託研究を
開始

8月1日� 株式会社デンソーと自律適応制御の技術確立を目的とした共同研究を開始

8月3日� 統計研究研修所共催教育関係者向けセミナーを開催

8月5日� データサイエンス学部オープンキャンパス

8月25日� 滋賀県民の健康寿命延伸に向けた健康データ活用事業を開始

8月30日� 株式会社マクロミルと連携協力協定を締結

9月４日� 三井住友フィナンシャルグループ及びSMBC信託銀行と連携協力協定を締結

9月11日� �玉田工業株式会社と統計学を用いた地下貯蔵タンク漏洩の早期発見に向けた共同研究を
開始

9月13日� �滋賀大学・PwCあらた有限責任監査法人共同セミナー「データサイエンスと次世代にお
ける会計監査」開催

9月20日� 統計研究研修所共催データサイエンスセミナーを開催

9月25日� �NPO法人ビュー・コミュニケーションズと、これからのデータサイエンティストに求め
られる能力を育成するための方法を研究することを目的とした共同研究を開始

9月26日−29日� データサイエンス学部1期生による工場見学

10月11日� �滋賀大学データサイエンス実践セミナー第1回「判別と異常検知のための機械学習手法」
開催（大阪）

10月18日−20日� びわ湖環境ビジネスメッセ2017に出展

11月1日・2日� 国際シンポジウム「Conference�on�Education�of�Data�Science」開催

11月8日� �株式会社堀場製作所、株式会社堀場エステック、株式会社堀場アドバンスドテクノと連
携協力協定を締結

11月20日� �大阪大学との共催により、メディカルデータサイエンス人材育成プログラム�キックオフ
シンポジウム「健康医療イノベーションにおける観察研究の意義と活用」を実施

11月23日� 彦根商工会議所共催による「子どもプログラミング教室」を実施

年表
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データサイエンス教育研究基金へのお願い

　データサイエンス教育研究センター広報誌Data�Science�View,�Shiga�Universityを最後まで�
ご覧いただき、篤く御礼申し上げます。
　本研究センターは、日本初となる「データサイエンス学部」を擁し、これからの社会に必要なデー
タサイエンティストの育成に取り組んで参ります。
　本冊子の中でも取り上げておりますように、データサイエンス教育研究センターは企業、自治
体や他の教育機関とも連携を深め、共同研究やプロジェクト、情報発信などの活動はますます広
がりを見せています。
　つきましては、こうした取組に対して「データサイエンス教育研究基金」を開設し、特段のご
支援を賜りたく宜しくお願い申し上げます。

� データサイエンス教育研究センター長　竹村�彰通

� 教育研究基金についてはこちらのサイトをご確認ください。
� http://www.shiga-u.ac.jp/kikin/dsfund_flow/

年表

11月26日� 総務省統計局共催による「子どもプログラミング教室」を実施

11月30日� 株式会社帝国データバンクと連携協力協定を締結

11月30日・12月1日� �統計教育連携ネットワーク（拡大版JINSE）研究集会「新たな時代を迎えた日本の統計教
育」開催

201８（平成30）年

1月17日� �滋賀大学データサイエンス実践セミナー第2回「判別と異常検知のための機械学習手法」
開催（名古屋）

2月13日� 伊藤忠テクノソリューションズ株式会社と連携協力協定を締結

3月1日� �東レエンジニアリング株式会社と、製造プロセスデータを用いた製品不良の原因特定に
関する受託研究を開始

3月2日� �日経ユニバーシティー・コンソーシアム�「データサイエンスが拓く未来フォーラム2018」
開催

3月16日� 村田機械株式会社と連携協力協定を締結



編集後記

　Data	Scieｎce	View,	Shiga	Uｎiversityを手にとってくださり、ありがとうございます。今回の
DSViewでは新しい試みとして私の「研究」履歴書というインタビュー記事を盛り込みました。デー
タサイエンス学部の発展とともに、DSViewも面白い読み物になるように、編集をしていきたいと
思っています。もし、「こんな誌面があったら良いのに」というご意見がございましたら、是非お
寄せ下さい。　
	 データサイエンス教育研究センター　講師　伊達　平和

　新緑の候、学部二期生を迎えることができて教職員一同嬉しく思っています。デジタル・トラン
スフォーメーションとよく言われますが、世の中では産業構造から人の考え方・行動まで様々な変
化が起きています。学部生の皆さんにはぜひそれらの変化と真正面から向き合い、「変革の担い手」
になってもらいたいという思いを込めて、これからも様々な情報を提供していきたいと思います。　
	 データサイエンス教育研究センター　講師　周　　暁康

上記以外にも多くの方々よりご寄付を賜りました。
心から御礼申し上げます。

2017（平成29）年度は、以下の方々より
データサイエンス教育研究基金にご寄付を賜りました。

心から御礼申し上げます。

【企業等】
㈱アイセロ　　　　　　　　　　　　（愛知県）
㈱京都銀行　　　　　　　　　　　　（京都府）
コグニロボ㈱　　　　　　　　　　　（千葉県）
㈱帝国データバンク　　　　　　　　（東京都）
日本たばこ産業㈱　　　　　　　　　（東京都）
日本文教出版㈱　　　　　　　　　　（大阪府）
㈱堀場アドバンスドテクノ　　　　　（京都府）
㈱堀場エステック　　　　　　　　　（京都府）
㈱堀場製作所　　　　　　　　　　　（京都府）
㈱三井住友フィナンシャルグループ　（東京都）
村田機械㈱　　　　　　　　　　　　（京都府）
(公益)陵水学術後援会　　　　　　　　（滋賀県）

（五十音順　敬称略）
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